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今

昔

参

河

奇

談

序

或
問
テ
レ

予
ニ

曰
ク

、
古
今
著
ス
レ

書
ヲ

有
リ
レ

所
レ

為
ニ

。
孔
子
著
ス
二

春

秋
ヲ
一

。
為
ナ
リ
下

周
道
衰
微
ニ
シ
テ

而
乱
臣
賊
子
接
二

迹
ヲ

当
世
ニ
一

。
是

故
仮
リ
テ
二

魯
史
ヲ
一

以
テ

寓
シ
二

王
法
ヲ
一

、
撥
ヒ
二

乱
世
ヲ
一

、
反
中

之
ヲ

正
上

也
。
如
来

著
ス
二

諸
経
ヲ
一

為
下

観
シ
テ
二

有
無
空
寂
一

了
二

悟
シ

中
道
ヲ
一

講
二

大
小
権
実
ヲ
一

令
中
二

衆
生
一

勧
レ

善
懲
上
レ

悪
ヲ

也
。
安
萬
侶
著
二

古
事
記
ヲ
一

。
為
下

撰
二

録
シ

帝
紀
一

、
討
二

覈
旧
辞
一

、
削
リ
レ

偽
ヲ

定
メ
レ

実
ヲ

而

流
ツ
タ
フ
ル

中

後
代
上

也
。
契
沖
著
ス
二

代
近
（
匠
）

記
ヲ
一

。
為
下

応
ジ
テ

二

黄
門
需
ニ
一

、
解
シ
二

古
書
ヲ
一

説
ク
中

歌
意
ヲ
上

也
。
宣
長
著
ス
二

直
毘
霊
ヲ
一

【
読
下
し
文
】

今
昔
参
河
奇
談
序

或
（
る
人
）

予
に
問
ひ
て
曰
く
「
古
今
、
書
を
著
す
（
は
）

為
に
す
る

所
有
り
。
孔
子
春
秋
を
著
す
。
周
道
（
周
王
朝
）

衰
微
し
て
乱
臣
・

賊
子
迹 あと
を
当
世
に
接
す
。
是
の
故
に
魯
史
を
仮
り
て
以
て
王
法

を
寓
し
、
乱
世
を
撥 はら
ひ
之
を
正
に
反 かえ
す
為
な
り
。
如
来
（
仏
陀
）

諸
経
を
著
す
。
有
無
空
寂
を
観 なが
め
、
中
道
を
了
悟

り
ょ
う
ご

（
あ
き
ら
か
に
さ
と

る
）

し
、
大
小
権
実
を
講
じ
、
衆
生
を
し
て
善
を
勧
め
悪
を
懲
め

し
む
た
め
な
り
。
安 やす
萬
侶
ま

ろ

古
事
記
を
著
す
。
帝 てい
紀 き
（
代
々
の
天
子
の
即
位

か
ら
崩
御
ま
で
の
記
録
）

を
撰
録
し
、
旧
辞

き
ゅ
う
じ

を
（
上
代
、
口
承
さ
れ
た
伝
説
・
説
話
・
歌
物

語
な
ど
を
筆
録
し
た
も
の
）

討
覈

と
う
か
く

（
調
べ
検
討
す
る
）

し
、
偽
を
削
り
実
を
定
め
、

而
し
て
後
代
に

流
ツ
タ
フ
ル

為
な
り
。
契 けい
沖
ち
ゅ
う

代
近
（
匠
）

記
を
著
す
。
黄
門
（
水

戸
光
圀
）

の
需 もと
め
に
応
じ
て
古
言
を
解
し
歌
意
を
説
く
た
め
な
り
。

宣
長
直
毘
霊

な
お
び
の
み
た
ま

を
著
す
。
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為
ナ
リ
下

不
レ

惑
二

異
国
之
教
一

会
中

得
セ
シ
ム
ル

神
ノ

為
ル
レ

神
道
上

也
。

其

余

雖
二

諸

史

百

家

及

閭

巷

之

小

説
ト

一

有
リ

レ

所
レ

為
ス
ル
レ

矣
足
下
枉
ニ

焼
キ
二

膏
油
一

費
シ
二

紙
筆
一

而
著
ス
二

此
編
一

所
レ

為
タ
メ
ニ
ス
ル

何
ソ

耶 ヤ
。
予
答
テ

曰
ク

、
為 タメ
ナ
リ
二

捧
腹
解
頤
一

也
。

問
者
呵
々
大
笑
シ
テ

曰
ク
、
有
ル
カ
ナ
レ

所
レ

為 タメ
ニ
ス
ル

哉
、有
ル
カ
ナ
レ

所
レ

為
哉
。

捧 ほう
腹 ふく
解 かい
頤 い

絶
倒
シ

テ

而
去
ル

矣
。
予
応
ジ

テ

二

同
志
之
乞
一

将 マサ
ニ
ス
上

脱
レ

藁
ヲ

従
来
文
才
乏
シ
ク

不
レ

得
下

咄
嗟
ニ

為
上
レ

章

故
記
シ
テ
二

所
ノ
レ

説
之
意
ヲ
一

。
以
テ

為
ス
レ

叙
ト

。

天
保
庚
子
仲
春

礒 （し

泊 はと

散 さん

人
じ
ん
）

識

印
（
政
香
）

・

印
（
三
善
）

・

印

（
保
宝
葉
園
）

異
国
の
教
に
惑
わ
ず
神
の
神
た
る
道
を
会
得
せ
し
む
る
た
め
な

り
。
其
の
余
諸
史
百
家
及
び
閭
巷

り
ょ
こ
う
（
民
間
）

の
小
説
と
雖
も
為
に
す

る
所
有
り
。
足
下
（
あ
な
た
）

枉
こ
と
さ
ら

に
膏 こう
油 ゆ
（
灯
火
用
の
油
）

を
焼
き
紙

筆
を
費
し
、
而
し
て
此
の
編
を
著
す
。
為
に
す
る
所
何
ぞ
や
」

と
。
予
答
え
て
曰
く
「
捧
腹

ほ
う
ふ
く

（
腹
を
抱
え
て
笑
う
）

解
頤

か

い

い

（
口
を
大
き
く
開
い

て
笑
う
）

す
る
た
め
な
り
」
と
。
問
う
者
呵
々
大
笑
し
て
曰
く
「
為

に
す
る
所
有
る
か
な
、
為
に
す
る
所
有
る
か
な
」
と
、
捧
腹
解
頤
絶

倒
し
て
去
る
。
予
同
志
の
乞
に
応
じ
て
将
に
藁 こう
（
＝
稿
）

を
脱
す
。
従

来
文
才
乏
し
く
咄
嗟
に
章
を
な
し
え
ず
。
故
に
説
く
所
の
意
を
記 しる
し

て
以
て
叙
と
な
す
。

天
保
庚
子
（
十
一
年
、
一
八
四
○
）

仲
春
（
陰
暦
二
月
の
異
称
）

礒

泊

散

人

識

政香

三善

保
宝
葉
園
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目
録

慶
雲

靉
タ
ナ
ヒ
キ

レ

天
ニ

鳳
鳥
降
ル

山
ニ

生
ジ
二

木
連
理
ヲ
一

献
ズ
二

岐
良
々

キ

ラ

ラ

ヲ
一
漢
名
雲
母

崑
崙
航
シ
レ

綿
ヲ

西
竺
渡
ス
レ

鐸
ヲ

壬
生
ミ

フ

ノ

奇 キ
牛

千
倉

チ
ク

ラ

三
子

利
趣
得
レ

仙
ヲ

定
基
帰
ス
レ

仏
ニ

雨 ふら
ス
コ
ト
レ

物
ヲ

如
シ
レ

灰
ノ

得
テ
レ

妖
ヲ

為
ス
レ

月
ヲ

楠
公
暫
ク

蟄
シ

高
徳

タ
カ
ノ
リ

匿
ス

跡
ヲ
レ

犬
鼻
出
シ
レ

絲
ヲ

犬
頭
噛
ム
レ

蛇
ヲ

参
河
悠
紀
ユ

キ

美
作
主
基
ス

キ

奉
二

献
シ

赤
引
ヲ
一

織 ヲ
リ
二

為 ナ
ス

神
服
ヲ
一

旧
塚
出
シ
レ

蜂
ヲ

長
篠
聚 あつ
ム
レ

蛸
ヲ

蝦
蟇
が

ま

闘
争

蛟 こう
龍
り
ゅ
う

嘯
し
ょ
う

吟 ぎん

獲 ヱ
タ
リ
二

巨
蛇
鱗
ヲ
一

覩 み
ル
二

大
蟹
出
ヲ
一

龍
宮
怪
火

天
狗
漁
猟

枯
木

カ
レ

キ

ノ

夜
火

油

淵

ア
フ
ラ
カ
フ
チ
ノ

火
玉

天
降
シ
二

五
石
ヲ
一

雲
積 ツモ
ル
コ
ト

四
尺

上
宮
投
シ
レ

石
ヲ

満
仲
踏
ム
レ

巖
ヲ

隠
座
処

カ
ク
レ
ザ
ト

ノ

杜 モリ

絵 ヱ
女
房
塚

南
海
ノ

蜃
楼

御
津
ミ

ツ

ノ

龍
燈
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西
浦
燐
火

産 ウ
夫 フ
馬 メ
塚 ツカ

井
田
野
ノ

燐

古
井
瓔
珞

ヨ
ウ
ラ
ク

拾
ヒ
二

如
光
ヲ

於
渕
一

縛
ス
二

雷
公
ヲ

於
井
ニ
一

浅
畑
大
蛇

吉
田
三
蛇

欠
間

カ
ケ

マ

ノ

櫲
樟

ヨ
シ
ャ
ウ

天
道

テ
ン
ト
ウ
ノ

大
杉

一
茎 ケイ
四
穂

シ
ス

イ

麦

一
蔕 タイ
四 シ
房 ホウ
綿 ワタ

牛
地

ウ
シ

チ

ノ

巨
桜

鳶 トン
尾 ヒウ
躑
躅

ツ
ヽ

シ

奥
郡

オ
ク
ク
ン
ノ

鸚
鵡

ヲ
ヽ

ム

佐
切

サ
キ

リ

ノ

動
石

ユ
ス
ル
キ

又
一

指

石

イ
ツ
シ
セ
キ

ト
云

神
代
巖
木

イ
ハ

キ

東
大
古
瓦

箕 ミ
打 ウチ
沢 サワ

鯢
サ
ン
セ
ウ

魚 いヲ

仏
法
僧
鳥

海
老
化
石

塩
津
潮
水

能
登
瀬
湯

枝
下
源
吾

大
山
嘉
右
衛
門

万
歳
楽
舞

浄
瑠
璃
始

龍
城
豬
貛

ち
ょ
か
ん

大
嶋
海
獺

ウ
ミ
ウ
ソ

舞
木
鬼
女

甘
木

ア
マ

キ

備
後
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参

河

奇

談

参
河
国
渡
邉
政
香
輯
録
保
宝
葉
園

慶
雲

ケ
イ
ウ
ン

天
ニ

靉
タ
ナ
ビ
ク

西
京
雑
記
云
、
五
色
雲
瑞
為
リ
、
三
色
矞
ト
為
ス
黄
色
吉
と
為
す
。

大
日
本
史

四
十
六
代

孝
謙
天
皇
（
重
祚
し
て
四
十
八
代
称
徳
天
皇
の
時
の
事
）

神
護
景

雲

き
や
う
う
ん

元

年

（
七
六
七
年
）

八
月
八
日
乙
酉
、
参
河
言 モフ
ス

、
慶
雲
見
ア
ラ
ハ

ル
ト

。

六
百
僧
ヲ

西
宮
寝
殿
ニ

召
シ
テ

齊
ヲ

設
ク

。
僧
徒
進
退
復 ま
タ

威
儀
無
シ

。
手

ヲ

拍 ウツ
テ

歓
娯
ス
ル
コ
ト

一 イツ
ニ

俗
人
ノ

如
シ

。
十
六
日
癸
巳
、
宣
詔
す
、
慶
雲

屢
シ
バ
ヽ
ヽ

見
あ
ら
は
る
ル
ヲ

以
テ

神
護
景
雲
ト

改
元
ス

。
天
下
ヲ

赦 ゆる
ス

。

政
香
按
ズ
ル
ニ

、
西
京
雑
記
曰
く
、
瑞
雲
ヲ

慶
雲
ト

曰
ヒ

、
景
雲
ト

曰
フ

。
雲
五
色
を
慶
ト
曰
フ
。

慶
雲
或
ハ

郷
雲
ト

曰
フ

。
雲
ノ

外
赤
ク

内
青
キ

之
ヲ

矞いつ
雲
ト

謂
フ

。

雲
二
色
矞
と
曰
ふ
亦

瑞
雲
也
、
以
律
の
反
（
以
律
の
反
＝
矞
の
読
み
の
説
明
。
以
ｉ
、
律
ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
ｕ

ｉ
ｔ
ｓ
ｕ
い
つ
）

又
按
、
韓
退
之

か
ん
た
い
し

（
韓
愈
か
ん
ゆ

）

慶
雲
ヲ

賀
ス
ル

表
に
云
く
「
五
彩
五
色

光
華
徧
ク

覩
ル

べ
か
ら
ず
と
。

詩
ニ

曰
ク

空
ニ

倚
リ
テ

霧
に

非
ズ

亦
煙
に

非
ズ

。
郁
々
紛
々
ト
シ
テ

五
色
鮮
ナ
リ

。
化

シ
テ

奇
形
ヲ

作
シ
テ

物
態
ニ

隨
ヒ

、
散
じ
て
文
錦
ヲ

成
ス

。

自
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ

天
機

聖
世
。
生
民
何
を
か
幸
甚
シ

、
天
膽
（
胆
）
（
安
定
し
て
い
る
）

と
し
て
大
平

時
ニ

見
る
を
得
。

又
按
ズ
ル
ニ

日
本
後
記
（
紀
）

四
巻
二
十
九
丁

延
暦
二
十
年

（
八
〇
一
年
桓
武
二
十
一
年
）

秋
七
月
丙
戌
（
延
暦
二
十
年
の
干
支
）
、

参
河
国
、
慶
雲
見
続
日
本
紀
同
意

按

類
聚

る
い
じ
ゅ

国
史
、
同
秋
七
月
二
十
六
日
丙
戌
、
参
河
国
慶
雲
見
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按

元
亨
釈
書

げ
ん
こ
う
し
ゃ
く
し
ょ

巻
二
十
三

三
丁

高
野
皇
帝
三
年

（
七
六
七
年
称
徳
天
皇
四
年
）

八
月
奏
ス

、
慶
雲
見
あ
ら
は
ル
ト

。
秋
八

月
癸
巳
、
神
護
景
雲
ト

改
元
ス

。

鳳
鳥
山
を
降
る

旧
事
本
記

く

じ

ほ

ん

ぎ

（
紀
）

云
、
推
古
天
皇
十
年

（

六

〇

二

年

）

壬
戌
、
皇
太
子
三
十
一
歳
の
御

時
、
閏
十
月
、
参
河
国
司
言 もふ
サ
ク
「
本
国
桐
生
山
桐
樹
有
リ

、
伝
え
説 い
フ

神
代
之
樹
ナ
リ
ト

、
其
の
長
四
十
九
丈
〇

囲
三
十
九
尋 ひろ
〇

枯
枝 ヱダ
半
な
か
ば
ヲ

過
グ

、

其
の
中
虚
洞
ニ
シ
テ

恰
あ
た
か
モ

大
宝
龍
樓
ノ

如
シ

。
其
の
上
時
ニ

雲
霧
を
発
し
、

且
大
雨
降
る
、
枝
三
寸 十歟
尋
、
異
鳥
是
の
枝
ニ

棲
ム
。
其
の
長
八
咫
余
、

尾
ノ

長
サ

一
丈
余
〇

全
身
五
色
〇

金
翠
ニ
シ
テ

紅
紫
の
光
有
リ

、

一
尾
三
茎
、
十
二
濃
淡
薄
き
金
翠
を
成
す
。
言
ふ
べ
か
ら
ず
、
人
未

だ
其
の
名
を
知
ら
ず
、
一
日
の
終
ニ

三
尾
を
落
ス

、
得
て
以
テ

之
を
献

ず

政
香
曰
、
鳳
凰
来
る
故
ニ

寺
ヲ

鳳
来
寺
ト

云
、
談
叢
并

参
河
志
各

蹤 あと
の
跡
（
蹤
跡
＝
足
跡
）

を
併
見
る
べ
し

木
、
連
理
ヲ
生
ジ

大
日
本
史
巻
二
十
六

天

安

二

年

（
八
五
八
年
清
和
天
皇
）

戊
寅
正
月
十
九
日
壬
子
（
十
九
日
の
干

支
）
、
参
河
言 もふ
さ
く
「
木
、
連
理
ヲ

生
ズ

」
と

文
徳
実
録
巻
十
、
此
に
同
じ
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岐
良
々
ヲ

献
ズ

雲
母
ナ
リ
和
訓
岐
良
々

キ

ラ

ラ

続
日
本
紀
巻
六
四
丁

和

銅

六

年

（
七
一
三
年
元
明
天
皇
）

五
月
、
又

大
倭

お
お
や
ま
と

参
河
を
し
て
並
ニ

雲

母
ヲ

献
ぜ
し
む

三
才
図
会
巻
六
十

六
丁

続
日
本
紀
云
、
元
明
天
皇
和
銅
六
年
大
倭
参
河
・
陸

奥
を
し
て
並
ニ

雲
母
を
献
ぜ
し
む
、
今
亦
和
州
之
産
ヲ

上
ト

為
ス

、
而

し
て
少
シ

之 これ
有
リ

、
参
河
、
雲
母
山
多
く
出
シ
テ

良
シ

、
江
州
、
之
ニ

次
グ

、

凡
お
よ
そ

其
の

礦
あ
ら
が
ね

（
鉱
石
）
ヲ

取
リ

碓 うす
ヲ

以
テ

略
砕
す
、
則
ち
小
片
ト

為 ナ
シ

、
桶

ニ

投
ジ
テ

足
を
以
て
躙 ニジ
リ
テ

粉
ト

為
ス

可
シ

本
草
綱
目
啓
蒙
云
、
雲
母
参
河
国
に
生
ず
る
を
以
テ

上
品
ト

為
ス

政
香
曰
、
八
面
・
浅
井
両
村
の
山
ヨ
リ

多
く
生
ず
、
二
葉
松
を

按
ず
る
に
云
、
山
綱
・
羽
栗
山
ヨ
リ

出
ス

、
又
宮
崎
山
よ
り
生
ズ

崑
崙

こ
ん
ろ
ん

綿
ヲ

航
ズ

大
日
本
史
二
百
四
十
三
巻

崑
崙
国
部
曰
、
桓
武
天
皇
延
暦
十
八
年

（

七

九

九

年

）

七

月
、
一
人
有
り
て
、
小
船
ニ

乗
ジ
テ

漂
テ

参
河
国
ニ

至
ル

、
布
ヲ

以
テ

背
ヲ

覆
ヒ

犢
鼻

と

く

び

（
ふ
ん
ど
し
）

有
ツ
テ

袴
無
シ

、
左
肩
紺
布
ヲ

着
す
、
形
袈

裟
に
似
タ
リ

、
年
廿
可
バ
カ
リ

、
身
長

み

の

た

ケ

五
尺
五
分
〇

耳
長
サ

三
寸
余
〇

言

語
通
ぜ
ズ

、
何
国
人
と
知
れ
ず
、
大
唐
人
等
、
之
ヲ

見
テ

僉 ミナ
曰
ク

、

崑
崙
人
ナ
リ

、
後
、
頗
ル

唐
音
（
日
本
語
の
こ
と
）

を
習
フ

、
天
竺
人
ト

謂

フ

、
常
に
一
弦
琴
ヲ

弾
ジ

、
歌
声
甚
ダ

楚
ナ
リ
（
哀
楚
）
、
其
の
資
物
ヲ

問
フ

、
実
の
如
き
者
（
物
）

有
リ

、
綿
種
ト

謂
フ

。
其
の
願
に
依
ツ
テ

川
原

寺
に
居 を
ら
し
め
、
之
ヲ

許
ス

、
即
ち
身
に
隨
ふ
物
を
売
ツ
テ

屋
ヲ

西

郭
外
に
立
テ

、
路
辺
行
人
皆
停
り
て
止
息
ス

、
其
の
人
始
め
綿
種

を
持
ち
て
来
リ

、

試
コ
コ
ロ
ミ
ニ

紀
伊
に
分
ツ
、
後
チ

遷
テ

近
江
国
分
寺
に

住
ス

、
十
九
年
四
月
庚
辰
、
流
れ
来
る
崑
崙
人
如
実
綿
種
ヲ

以
て

紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
・
讃
岐
・
伊
予
・
土
佐
及
び
大
宰
府
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等
諸
国
に
賜
フ

、
之
を
植
シ
ム

類
聚
国
史
第
百
九
十
九
殊
俗
の
部
（
西
尾
市
史
で
は
同
第
一
一
九
と
し
て
い
る
）
、
此
ニ

同
ジ

古
老
伝
（
不
詳
）

曰
、
上
古
、
崑
崙
船
泊
ハ
ツ
ル

る
処
を
三
河
国
幡
豆
郡

天
竺 チク
ト

云
、
後
改
め
て
天
竹

テ
ン
チ
ク

村
と
い
う

西
笠 チク
鐸
ヲ

渡
ス

三
代
実
録
巻
四
十
六
丁

貞

観

二

年

（
八
六
〇
年
清
和
天
皇
）

八
月
十
四
日
辛
卯
（
八
月
朔
日
が
戊
寅
）
、
参

河
国
銅
鐸
ヲ

献
ズ

、
高
サ

三
尺
四
寸
〇

径
ワ
タ
リ

一
尺
四
寸
〇

渥
美

ア
ツ

ミ

郡
村
松
山

中
に
於
テ

之
ヲ

獲
タ
リ

、
或
（
る
人
）

曰
、
是
れ
阿
育
王

あ
い
く
お
う

（
ア
シ
ョ
ー
カ
王
）

の
宝

鐸
也

閑
田
耕
筆

か
ん
で
ん
こ
う
ひ
つ

巻
一
二
十
七
丁

過
つ
る
四
年

（
文
政
四
年
一
八
二
一
年
）

壬
子
歳
閏
二
月
十
五
日
よ
り
十

七
日
に
及
び
、
三
河
国

渥
美
郡
神
戸
郷
谷
之
口
村
の
池
塘

ち
と

う
（
池
の
堤
）
を
修
補
す
る
と
て
掘
出
セ

し
一
奇
物
有
。
銅
鐸
高
サ

三
尺
四
寸
、
厚
サ

二
分
、
重
サ

九
貫
目
な
る

も
の
一
枚
、
又
重
サ

八
貫
目
な
る
も
の
一
枚
、
同
じ
く
地
紋
の
彫
刻

甚
密
也
、
昔
貞
観
二
庚
辰
歳
（
貞
観
二
年
の
干
支
）

八
月
十
四
日
辛
卯
、
三

河
国
銅
鐸
一
を
献
ず
、
高
サ

三
尺
四
寸
、
径
一
尺
四
寸
、
渥
美
郡
村

松
山
中
に
於
て
之
を
獲
た
り
、
或
曰
、
阿
育
王
の
宝
鐸
也
と
三
代
実

録
に
見
え
た
り
、
其
の
村
松
山
中
も
此
谷
の
口
を
去
こ
と
、
今
の
里

数
四
里
に
不
足
と
ぞ
、
又
近
年
小
キ

銅
鐸
を
此
辺
よ
り
掘
出
す
こ
と

ハ
時
々
有
と
云
、
貞
観
の
時
既
に
分
明
な
ら
ぬ
物
な
れ
バ
、
今
考
べ

か
ら
ず
と
、
古
仏
寺
の
物
な
ら
ん
と
お
ぼ
し
、
千
歳
を
経
て
ふ
た
つ

露

出

あ
ら
わ
れ
い
で

た
る
も
奇
な
り

銅
鐸
図

閑
田
耕
筆
ニ

戴
た
り
、
併
見
る
べ
し

政
香
曰
、
三
代
実
録
ニ

阿
育
王
の
宝
鐸
と
或
人
の
語
り
た
る
よ

り
世
の
人
多
く

（
次
頁
の
図
、
挿
入
紙
「
銅
鐸
図
」）
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（
挿
入
図
（
貼
り
紙
）
の
文
字
＝
三
河
国
渥
美
郡
神
戸
郷
谷
之
口
村
掘
得
た
る
銅
鐸
の
図
）

惑
へ
り
、
其
の
惑
を
解 とく
に
ハ
事
実
を
委
し
く
了
知
す
る
に
及
ば
ず

阿
育
王
と
い
う
ハ
、
按
、
釈
迦
方
志
通
局
篇
（
不
詳
）

曰
、
仏
滅
度
一

百
一
十
六
年
、
東
天
竺
国
に
鐵
輪
王
有
て
閻
浮
提

え
ん
ぶ
だ
い

を
統 す
ブ

。
仏
霊

骨
を
収
ム

。
鬼
神
を
役
使
し
、
一
億
人
家
エ

為
ニ

一
塔
を
起
ス

。
四
海

の
内
合
わ
せ
て
八
万
四
千
を
起
す
。
故
ニ

九
州
の
地
並
遺
塔
有
リ
ト

云
。

是
（
阿
脱
カ
）

育
王
造
る
所
北
周
厲 れい
王
之
時
ニ

当
レ
リ
云
云
。

尚
此
の
外

神
州
三
宝
感
通
録
〇

及
び
釈
迦
譜
〇

阿
育
王
伝
〇

釈
迦
方
志
〇
（
以
上
四
書

不
詳
）

等
ニ

見
ヱ
タ
リ

。
そ
れ
周
厲
王
の
代
ハ
大
御
国
神
代
の
末
ニ

当
り
て

寺
塔
を
建
た
る
伝
へ
な
し
、
況
遥
か
後
欽
明
帝
の
御
代
初
め
て
寺
を

建
た
り
、
是
阿
育
王
の
塔
鐸
ニ

あ
ら
ず
と
い
ふ
証
也

又
銅
鐸
を
掘
得
た
る
所
ハ
按

日
本
紀
略
云
弘
仁
十
二
年

（
八
二
一
年
嵯
峨
天
皇
）

五
月
丙
午
、
播
磨
国
有
人

あ
る
ひ
と

地
を
掘
り
て

一
銅
鐸
を
獲
た
り
。
高
三
尺
八
寸
、
口
径
一
尺
二
寸
、
道
人

ど
う
じ
ん

云
、
阿

育
王
塔
鐸
ト

戴
せ

日
本
後
記
（
紀
）

巻
十
五

五
丁

に
も
載
た
り
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続
日
本
後
記
（
紀
）

云
、
承

和

九

年

（
八
四
二
年
仁
明
天
皇
）

六
月
辛
未

（
八
日
）

、
若
狭
国
銅
器
を
進
ム

、

其
の
体
頗
る
鐘
に
似
た
り
、
是
れ
地
中
よ
り
堀
得
た
る
所
也
と
あ
る

も
銅
鐸
な
ら
ん
か
按

扶
桑
略
記
四
巻
二
丁

七

年

戊

辰

（
六
六
八
年
天
智
七
年
）

、
近
江
国
志
賀
郡
に
於
て
奇
異
な
る

宝
鐸
一
口
ヲ

堀
出
し
た
り
、
高
サ

五
尺
五
寸

同
記
六
巻
三
丁

和
銅
六
年
七
月
丁
卯
日
、
大
和
国
宇
太
郡
の
人
銅
鐸
を

長
岡
野
地
中
に
得
タ
リ

、
而
し
て
之
を
献
ズ

、
高
三
尺
、
口
径
一
尺
、

其
の
製
常
ニ

異
ナ
リ

、
音
律
呂
（
雅
楽
の
十
二
律
の
律
と
呂
）
ニ

協 かな
フ

、
所
司
に
勅
シ

テ

之
ヲ

蔵
ス

と
も
見
へ
た
り
。
此
外
三
河
国
作
手

ツ
ク

テ

山
中
よ
り
銅
鐸
弐
ツ

堀
得
た
り
、
一
ツ
は
砕
け
一
ツ
は
全
ま
つ
た

し
、
其
の
形
耕
筆
（
閑
田
耕
筆
）

に
載
る
如
し
、
予
慥
ニ

此
を
見
た
り
。
又
同
国
の
中
ニ

て
堀
得
た
る

所
多
く
あ
り
、
何
ぞ
阿
育
王
の
銅
鐸
大
御
国
ニ

か
く
も
多
く
あ
ら
ん

や
、
伊
吹
能
舎
大
人

い

ぶ

き

の

や

の

う

し

（
伊
吹
能
舎
＝
平
田
篤
胤
の
号
（
気
吹
舎
）、
大
人
＝
学
者
）

の
曰
く

「
阿
育
王
の
銅
鐸
と
ハ
仏
者
の
偽
ニ

し
て

実
ハ
神
代
の
宮
殿
に
用
ひ
給
ひ
し
古
器
な
り
、
後
世
地
中
よ
り
堀
得

た
る
上
代
の
器
。
形
カ
タ
チ

よ
の
つ
ね
な
ら
ざ
る
物
あ
り
、
此
等
を
見
て

も
神
代
の
古
器
な
る
事
を
知
る
べ
し
」
と

因
チ
ナ
ミ

云
、
天
保
の
頃
、
尾
張
国
熱
田
白
鳥
ニ

て
堀
得
た
る
古
器
の

図
を
見
て
上
代
の
器
物
〇

何
の
用
を
な
す
事
〇

凡
急 とみ
ニ

古
よ
り

知
ら
れ
ざ
る
を
〇

思
ふ
べ
し

壬
生
奇
牛

扶
桑
略
記
巻
廿
九

廿
四
丁

七
十
七
代
後
冷
泉
天
皇
治
暦
三
年

（
一
〇
六
七
年
）

丁
未
七
（
四
）

月
廿

七
日
、
十
六
日

（

八

月

）

参
河
国
解
状

げ
じ
ょ
う

（
諸
官
庁
か
ら
、
太
政
官
又
は
所
属
の
上
役
に
提
出
す
る
公

文
書
）

称
す
管
宝
飯
郡
渡
津
郷
住
人
壬
生
真
世
領
す
る
所
の
牝
牛
、
去

七
月
廿
七
日
辰
一
点
を
以
て
産
ム

所
ノ

犢
こ
う
し

牛
、
其
の
体
三
尺
許
バ
カ
リ

、

毛
色
亦
（
赤
）

斑
ま
だ
ら

、
額
腰
少
シ
ク

白
ク

、
四
牙
有
り
、
二
尻
二
尾
七
足
有
り
、

其
の
足
例
ノ

如
シ

、
自
余
じ

よ

（
そ
の
他
）

三
足
前
後
の
足
裡
後
に
相
添
フ

、
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二
足
腹
際
前
ニ

有
リ

、
一
足
ハ

腹
下
に
有
リ

、
膝
下
自 ヨリ
相
ヒ

分
レ
テ

已
ニ

二
蹄
ヲ

生
ズ

、
凡
七
足
八
蹄
有
り
、
又
一
尻
臍
下
股
裡
に
有
り
、
具
ツ
ブ
サ

ニ

其
の
体
ヲ

図
シ
テ

相
副
テ

進
上
ス

、
但
シ

、
彼
牛

か
の
う
し

領
主
真
世
、
其
の
奇

怪
ヲ

恐
レ

子
細
ヲ

申
さ
ず
、
打
ち
て
斃

了

へ
い
り
ょ
う
ス

老

者

お
ひ
た
る
は
て
へ
り

、
神
祇
官
陰

陽
寮
等
を
し
て
之
ヲ

占
申
さ
し
む
処
〇

神
祇
官
占
申
し
て
云
は
く

「
天
下
病
事
有
ル

べ
し
」
と
、
口
舌
死
ヲ

致
す
所
者
、
陰
陽
寮
占
申

す
と
云
ふ

千
倉
三
子

大
日
本
史

桓
武
帝
二
十
年

（
八
〇
一
年
）

巳
六
月
十
四
日
甲
辰
、
参
河
国
碧
海

郡
女
子
一
ド
ニ

三
子
ヲ

産
ム

、
稲
ヲ

賜
フ

日
本
後
記
（
紀
）

巻
四
二
十
四
丁

桓
武
天
皇
延
暦
二
十
年
辛
巳
六
月
甲
辰
、
参
河
国

碧
海
郡
人
漢
人
部

あ
や
ひ
と
べ

千
倉
賣 め
一
ド
ニ

三
子
を
産
ム

、
稲
三
百
束
ヲ

賜
フ

政
香
按
ニ

、
他
例
ニ

拠
レ
バ

、
三
百
束
下
、
応 マサ
ニ

乳
母
三
ケ

年
粮
料

正
税
ヲ

給
ひ
有
べ
し

又
玄
珠

蜜
（
密
カ
）

語
（
不
詳
）
を
按
ズ
ル
ニ

云
、
人
三
子
を
生
ハ

大
平
ヲ

主
つ
か
さ

ド
ル

と
あ
り
、
此
等
の
心
あ
り
て
三
子
を
生
ず
る
を
バ
殊
に
賞

し
給
へ
り
、
又
按

大
日
本
史
巻
十
七

三
丁

天
平
勝
宝

四
十
六
代
孝
謙
帝
年
号

二

年

（
七
五
〇
年
）

庚
寅
秋
七
月
十
八
日
甲
辰
、

摂
津
・
参
河
の
女
子
一
（
ど
に
）

三
子
ヲ

産
ム

、
並
ニ

正
税
・
乳
母
ヲ

賜
フ

続
日
本
紀
巻
十
八

四
丁

孝
謙
天
平
勝
宝
二
年
六
月
、
参
河
国
海
直
玉
依
賣

一
（
ど
に
）

三
児
を
産
む

海
ヲ
碧
海
郡
ト
為
ス

政
香
曰
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
ー
二
九
）

、
碧
海
郡
棚
尾
村
農
夫
、
一
（
ど
に
）

三

児
を
産
む
、
ミ
な
女
な
り
。
松
竹
梅
を
以
て
名
と
す
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理 利
修
仙
を
得
る

鳳
来
寺
縁
記
（
紀
）

云
、
仙
人
ハ

山
城
国
端
出
（
正
）

（
は
ま
さ
）

郡
二
葉
之
里
高

加
茂
の
老
翁
間
賀
之
介
都
岐
麿

ツ

キ

マ

ロ

が
子
也
。
慈
母
瑞
夢
に
感
ず
、
金

人
（
金
色
の
人
、
す
な
わ
ち
仏
）

来
り
て
口
ニ

入
る
と
見
て
則
孕
め
り
、
欽
明

天
皇
の
御
宇
三
十
一
年
か

庚
寅
年
四
月
七
日
午
の
刻
に
誕
生
あ
り
、
利

修
童
子
と
号 なづ
く
、
後
忽
然
と
し
て
当
山
の
一
ツ
の
峯
ニ

来
る
、
夢
中

ニ

五
台
山
の
長
秋
仙
人
来
り
千
年
の
寿
を
授
る
故
に
其
峯
を
千
寿

峯
と
号
す
、
其
の
後
又
万
寿
を
さ
ず
け
る
事
あ
り
、
其
の
所
を
万

寿
坂
と
云
、
人
王
五
十
七
代
陽
成
天
皇
の
御
宇
元

慶

が
ん
ぎ
ょ
う

二
戊
戌
年

（

八

七

八

年

）

、

仙
人
三
百
九
歳
時
、
勝
岳
の
深
屈
に
入
定
し
、
當
来
（
来
世
）

慈
氏
（
弥

勒
菩
薩
の
異
称
）

の
下
生

げ
し
ょ
う

（
仏
が
世
の
人
を
救
う
た
め
に
こ
の
世
に
出
現
す
る
こ
と
）

を
待
ツ
ト

い
へ
り
。
勝
岳
ハ
本
堂
の
戊
亥
ニ

あ
た
り
、
奥
の
院
の
道
筋
也
、
今

ニ

時
と
し
て
振
鈴
の
音
を
山
人
な
ど
聞
こ
と
あ
り
と
云

（
欄
外
の
記
事
）

近
世
拾
遺
物
語
（
不
詳
）
、
一
名
古
今
拾
遺
物
語

「
鳳
来
寺
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
回
禄
（
火
災
）、
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
年
）

再
建
の
節
、

地
中
よ
り
箱
を
得
た
り
、
尋
常
の
ぬ
り
桶
の
如
し
、
内
に
髑
髏
あ
り
、
何
人
の

髑
髏
な
る
事
知
ら
ず
云
云
、
寛
珠
院
代
官
庄
田
某
か
た
れ
り
」
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定
基
仏
ニ

帰
ス

続
世
継
物
語
巻
九

ま
こ
と
の
ミ
ち
の
段

其
三
河
の
定
基
ひ
り
り

も
は
か
せ
に
お
ハ
し
て
大
江
の
う
ち
か
ん
だ
ち
め

（

上

達

部

）

（
三
位
以
上
の
公
家
）

の
子
に
お
は
し
け
る
が
、
三
河
の
か
ミ
に
な
り
て
国

へ
下
り
給
け
る
を
、
た
ぐ
ひ
な
く
（
と
く
べ
つ
に
）

お
ぼ
ヘ
け
る
女
を
ぐ
（
具
）

し
て
お
は
し
け
る
ほ
ど
に
、
女
ミ
ま
か
り
け
れ
バ
、
か
な
し
び
の
あ

ま
り
と
り
す
つ
る
を
も
せ
で
、
な
り
さ
が
る
さ
ま
を
見
て
心
を
お
こ

し
て
、
や
が
て
か
し
ら
お
ろ
し
て
都
に
の
ぼ
り
て
物
な
ど

こ
ひ
あ
り
き

（

乞

ひ

歩

き

）

け
る
に
、
も
と
の
女
に
て
あ
り
け
る
女
、
わ
れ
を
す
て

た
る
む
く
ひ
に
、
か
ゝ
れ
と
こ
そ
お
も
ひ
し
に
、
か
く
ミ
な
し
た
る

こ
と
な
ど
申
け
れ
バ
、
さ
と
く
ぞ
仏
に
な
り
な
ん
と
て
手
を
す
り
て

よ
ろ
こ
び
け
る
と
ぞ
つ
た
へ
か
た
り
つ
る

物
ヲ

雨 フラ
ス
コ
ト

灰
の
如
シ

五
十
四
代
仁
明
天
皇
御
代

（
在
位
天
長
十
ー
嘉
祥
三
〈
八
三
三
ー
八
五
〇
）

、
灰
の
如
き
物
降
た
り

大
日
本
史
巻
廿
五

五

年

戊

午

（
承
和
五
年

八
三
八
年
）

、
七
月
従
り
是
の
月
に
至
り
河

内
・
参
河
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
・
甲
斐
・
武
蔵
・
上
総
・
美
濃
・

飛
弾
・
信
濃
・
越
前
・
加
賀
・
越
中
・
播
磨
・
紀
伊
等
相
続
き
言
フ

「
天
物
を
雨
ス
コ
ト

灰
の
如
シ

」
と
。

政
香
曰
、
安
永
八
己
亥
年

（

一

七

七

九

年

）

十
月
三
河
国
灰
降
た
る
を
掃
ひ
集
め
紙
袋
ニ

入
て

己
ヲ
ノ
カ

が
（
衍
）

家
に
も
珍
蔵
セ
リ
、
日
本
史
ニ
〇

所

謂

イ
ハ
ユ
ル

灰
の
如
シ
ト

云
物
の

類
タ
ク
ヒ

な
る
べ
し
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妖
ヲ

得
テ

月
ヲ

為
ス

神
武
創
業
録
（
不
詳
）

巻
一

天
文
十
二
年

（

一

五

四

三

年

）

癸
卯
正
月
大
（
の
月
）

八
日
、

弦
月
残
テ

震
に
及
ブ

西
川
如
見
（
江
戸
時
代
前
期
の
天
文
家
・
地
理
学
者
）

曰
、
月
輪
ハ
遊
輪
ノ
不

同
ニ

因
テ
日
輪
ヨ
リ
ハ

□
（
径
カ
）

度
差
多
キ
者
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
或
ハ
史

記
ノ
孝
景
本
紀
ニ

所
謂
月
北
辰
ノ
間
ニ

出
ル
ト
。
或
ハ
此
ハ
日
ノ
月

ノ
晨
（
夜
明
け
）

マ
デ
残
ル
ガ
如
キ
大
ナ
ル
差
ハ
有
ベ
キ
ノ
理
ナ
シ
。
是

真
ノ
月
ニ

ハ
非
ズ
シ
テ
妖
星
ノ
類
ヒ
、
月
ノ
如
ナ
ル
モ
ノ
地
上
漸
ク

三
十
町
ノ
間
ニ

繋
リ
テ
残
月
と
見
ゆ
る
な
ら
ん
、
と
云

楠
公
暫
ク

蟄 かく
ス

巨
（
炬
）

燵
咄
ニ

云
、
通
俗
大
（
太
）

平
記
ニ

ハ
、
楠
正
成
、
赤
坂
城
を
落
て
の

後
を
誌
さ
ず

水
戸
本
大
（
太
）

平
記
ニ

ハ
、
正
成
、
赤
坂
を
忍
出
て
三
州
高
橋
の
庄
ニ

シ

ル
ベ
有
ツ
て
蟄
居
す
、
其
よ
り
三
年
間
鎌
倉
又
ハ
諸
国
の
様 サマ
を
窺
け

る
と
云
云

白
雪
（
太
田
白
雪
、『
三
河
国
二
葉
松
』
著
述
の
協
力
者
）
、
若
か
り
し
時
、
挙
母

郷
永
田
尹
之
を
案
内
と
し
て
彼 かの
楠
が
旧
跡
を
尋
る
に
、
楠
と
云
処
あ

り
、
暫
居
住
と
ハ
云
な
が
ら
、
名
将
の
楠
住
け
る
地
と
て
多
門
寺
と

云
道
場
を
建
立
の
処
も
あ
り
、
夫
さ
へ
今
ハ
畑
の
字
ア
ザ
ナ

の
ミ
残
れ
り
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高
徳
跡
ヲ

匿 カク
ス

大
日
本
史
曰
、
兒
島
高
徳
、
備
後
三
郎
ト

称
ス

、
備
前
の
人
也
、
其

の
先
本
姓
三
宅
氏
、
父
範
長
ト

曰
フ

。
高
徳
夙 つと
ニ

書
を
読
む
を
好
ミ

、

後
醍
醐
帝
、
笠
置
に
在
テ

兵
ヲ

聚
メ

勤
王
を
謀
ル
ニ

方
か
た
ん
し
テ

、
帝
、
賜
フ
ニ

錦
旗
ヲ

以
て
ス

、
中
略

高
徳
、
後
、
終
る
所
を
知
ら
ず

政
香
曰
、
兒
島
系
譜
を
按
ず
る
に
、
応

安

年

中

（
一
三
六
八
ー
一
三
七
五
）

備
前
の
国

を
出
、
伊
勢
ニ

来
、
後
、
三
州
伊
保
ニ

住
す
と
載
た
り
、
子
高

興
ハ
兒
島
三

良
（
マ
マ
）

後
、
三
宅
三
郎
、
三
州
梅
ケ

坪
ニ

住
ス
、
伊

保
、
伊
保

堂
（
マ
マ
）

を
領
ス

、
是
レ

高
徳
、
三
州
移
り
て
の
子
也
、

委
し
く
＊

参
河
志
に
載
す
、
併
見
る
べ
し

犬
鼻
、
糸
ヲ

出
ス

今
昔
物
語
巻
二
十
三

十
五
丁

犬
頭
得
蚕
糸
語

今
ハ
昔
、
三
河
国
ノ
郡
司
、
妻
ふ
た
り
を
モ
チ
て
両
人
に
コ
カ
ヒ

（
蚕
養
）

サ
セ
テ
糸
多
く
得
タ
リ
、
然
ル
ニ

モ
ト
ノ
妻
ガ
蚕
、
イ
カ
ナ

ル
コ
ト
ニ
ヤ
皆
死
ニ

ケ
レ
バ
、
夫
ウ
ト
ミ
て
ヨ
リ
ツ
カ
ズ
、
カ
ヽ

リ
ケ
レ
バ
家
も
マ
ヅ
シ
ク
、
人
モ
ナ
ク
ナ
リ
ぬ
、
妻
ハ
従
者
ズ

サ

二
人

フ

タ

リ

バ
カ
リ
ニ

ナ
リ
テ
心
ボ
ソ
ク
カ
ナ
シ
キ
コ
ト
カ
ギ
リ
ナ
シ
、
然
ル
ニ

蚕
一
ツ
、
桑
の
葉
ニ

ツ
キ
テ
ク
ラ
ヒ
ケ
ル
ヲ
見
ツ
ケ
テ
取
て
ヤ
シ

ナ
イ
ケ
ル
ニ

次
第
に
大
き
に
ナ
リ
ヌ
、
コ
レ
一
ツ
養
ヒ
立
テ
も
何
ニ

カ
ハ
セ
ム
ト
思
ヘ
ド
モ
、
年
来
養
ヒ
ツ
ケ
タ
ル
モ
ノ
ノ
三
・
四
年

絶
て
養 カハ
ハ
（
衍
）

ザ
リ
シ
ニ

、
メ
ヅ
ラ
シ
ク
養 カ
ふ
程
に
其
家
に
白
き
犬
を

カ
ヒ
ケ
ル
が
、
此
蚕
ヲ
物
の
フ
タ
ニ

入
て
桑
喰
ヲ
見
て
、
ツ
ト
ヨ

リ
テ
蚕
ヲ
ク
ラ
ヒ
ケ
リ
、
蚕
一
ツ
の
故 ユヘ
ニ

犬
を
ウ
チ
コ
ロ
ス
ベ
キ
ニ

ハ
ア
ラ
ネ
ド
蚕
一
ツ
ヲ
ダ
に
養
ヒ
得
ざ
る
宿
世

ス

ク

セ

な
り
ケ
リ
ト
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ア
ハ
レ
ニ

悲
シ
ク
テ
、
犬
に
ム
カ
ヒ
テ
ナ
キ
テ
を
り
た
る
に
、
此
犬

フ
ト
ハ
ナ
ヒ
タ
ル
ニ

鼻
の
穴
ヨ
リ
白
き
糸
二
筋
バ
カ
リ
サ
シ
出
タ
リ
、

ア
ヤ
シ
ク
思
ヒ
テ
其
糸
を
取
て
ヒ
ケ
バ
長
く
出
る
を
籰ワク
ニ

巻
付
タ

ル
ニ

、
イ
カ
ホ
ド
ヽ
ナ
ク
出
ル
ヲ
、
又
別
の
ワ
ク
ニ

巻
ツ
ク
、
カ
ク

の
如
く
し
て
二
・
三
百
の
籰
ニ

マ
キ
ト
ル
ニ

ツ
キ
セ
ネ
バ
、
竹
の
棹

を
ワ
タ
シ
テ
掛
タ
リ
、
猶
ソ
レ
ニ

テ
モ
ツ
キ
セ
ネ
バ
桶
ト
モ
二
巻

四
・
五
千
両
バ
カ
リ
巻
取
て
後
、
糸
尽 ツキ
ニ

ケ
レ
バ
犬
ハ
タ
ヲ
レ
テ
死

ケ
リ

以
下
略

政
香
曰
、
全
文
ハ
三
河
人
物
誌
（
不
詳
）
ニ

載
す
、
併
見
る
べ
し

犬
頭
、
蛇
ヲ

噛 カ
ム

蛇
、
後
風
土
記
ニ
ハ

蝮
蝎
ト
ア
リ

倭
（
和
）

漢
三
才
図
会
巻
六
十
九

十

二

丁

天

正

年

中

（
一
五
七
三
ー
一
五
九
二
）

、
領
主
宇
津
左
門
五

郎
忠
茂
、
一
時
猟
シ
テ

山
ニ

入
ル

、
家
ニ

白
犬
有
り
、
従
ヒ
テ

走
リ

行
テ

一
樹
下
ニ

到
ル

、
忠
茂
俄
に
睡
眠
ヲ

催
ス

、
犬
、
傍
ニ

在
リ

、

衣
の
裾
を
咬
テ

引
ク

、
稍
ク

寝
ム

、
復
タ

寝
ル

、
犬
頻
リ
ニ

枕
頭
ニ

吠
ユ

、
忠

茂
熟
睡
ヲ

妨
ル
ト

怒
テ

腰
刀
を
抜
き
犬
頭
を
切
る
、
頭
、
樹
梢
ニ

飛
テ

大

蛇
頸
に
噛
着
ク

、
主
、
之
を
見
、
驚
き
蛇
ヲ

切
裂
き
て
家
に
還
リ

、
犬

ノ

忠
情
を
感
ジ
テ

頭
尾
を
両
和
田
村
に
埋
ム

、
祠
を
立
テ

之
ヲ

祭
ル
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参
河
悠
紀
ユ

キ

美
作
主
基
ス

キ

日
本
後
記
（
紀
）

巻
九
三
丁

辛

丑

五
十
二
代
嵯
峨
天
皇

参
河
国
悠
紀
ト

為
リ

、
美
作
国
主
基
ト

為
ル

三
代
実
録
巻
二
十
九
丁
ウ
（
ウ
＝
半
紙
を
真
ん
中
で
二
つ
に
折
り
、
折
り
目
の
右
を
表
と
し
、
左
を
裏
と
し

て
綴
じ
た
と
き
の
表
を
オ
、
裏
を
ウ
と
い
う
）
是
日
（
巻
二
、
清
和
天
皇
、
貞
観
元
年
夏
四
月
十
五
日
条
）
、

神
祇
官
地
ヲ

卜 ぼく
ス

参
河
国
幡
磨 頭カ
郡
、
悠
紀
ト

為
ル

、
美
作
国
英
多

あ
い

だ

郡
、
主
基
ト

為
ル

。
十

一
月
十
六
日
丁
卯
（
貞
観
元
年
十
一
月
十
六
日
条
）
、
車
駕
、
朝
堂
院
斉
殿
に
幸
い
で
ま

す
。
親
ミ
ヅ
カ
ラ

大
掌
（
嘗
）

祭
ヲ

奉
ジ
玉
フ

政
香
曰
、
委
し
く
ハ
＊

貞
観
儀
式
ニ

見
え
た
り
、
併
見
る
べ
し

悠
紀
・
主
基
と
い
ふ
意
ハ
、
古
今
餘
在
抄
九
巻
百
五
十
（
不
詳
）

悠
紀
ハ

清
ま
ハ
る
心
、
主
基
ハ
そ
れ
に
次 ツグ
心
な
り
、
悠
紀
・
主
基
ハ
仮

名
と
心
得
べ
し
、
参
河
国
、
悠
紀
の
地
を
試
ニ

い
は
ゞ
、
同
郡

斎
藤

サ
イ
ト
ウ

村
ニ

て
ハ
あ
ら
ざ
る
か
と
お
も
ハ
る
、
藤
の
字
ハ
後
世
ニ

替

た
る
に
て
、
古
ハ
斉 サイ
戸 ト
と
書
た
る
か
、
斉
戸
と
い
へ
バ
後
釈

一
巻
五
十
六
丁

（
不
詳
）

戸
ハ
借
字
に
て
処
の
心
也
、
こ
ハ
神
祇
官
の
斉
院

の
こ
と
に
て
、
八
柱
の
神
た
ち
を
齊
い
つ
き

祭
る
処
な
る
故
ニ

斉
戸

と
い
ふ
と
あ
れ
バ
、
大
掌
会

（
大
嘗
会
）

の
悠
紀
た
る
に
よ
り
て
其
地
を
斉

戸
と
い
ふ
か
と
も
思
ハ
る
、
戸 ト
を
処
ト
コ
ロ

と
い
ふ
事
ハ

古
事
記
三
巻
四
十
二
丁

立
処

タ
チ

ト

・
伏
処

フ
シ

ト

・
祓
処

ハ
ラ
ヒ
ト

と
見
え

弘
仁
私
記
序
ニ

曰
ク

、
古
語
、
居
住
ヲ

謂
ヒ
テ

止 ト
為
ス

と
も
あ
り
、

又
按

参
河
国
神
明
名
帳

従
四
位
下
〓
宮

サ
イ
ク
ウ

明
神
式
外
座
幡
豆
郡
と

あ
れ
ど
〓 サイ
の
字
考
へ
ず
、
も
し
齊
と
同
字
な
ら
バ
伊
勢
の
齊
宮

と
ハ
殊
に
し
て
神
祇
官
斉
院
に
擬
す
る
心
に
て
、
悠
紀
の
地
に

神
を
祭
り
し
故
〓 サイ
宮
と
称
す
る
か
と
お
も
ハ
る

同
郡
ニ

丁
田
村
あ
り
、
古
ハ
長
田
と
奉
る
か
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秋
の
寐
覚
（
不
詳
）
ヲ

按
ず
る
に
、
長
田
村
、
参
河
国
ニ

あ
り

夫
木

集
（
抄
）

ニ

静
な
る
長
田
の
村
に
住
人
の
か
り
つ
む
い
ね

の
さ
か
り
な
き
か
な

此
等
ニ

拠 ヨ
り
て
案 アン
ず
れ
バ
、
悠
紀
の
旧
地
に
て
ハ
あ
ら
ざ
る
か

と
お
も
ハ
る

赤
引
を
貢
献
シ
テ
（
目
録
に
は
奉
献
と
あ
る
）

赤
引

倭
名
抄

安
加
比

吉
（
古
）

神
服
を
織
作
ス

令
義
解

り
ょ
う
の
ぎ
げ

（
養
老
令
の
官
撰
の
注
釈
書
）

第
二
神
祇
令
第
六
一
丁

孟
夏
神
衣
祭

謂
伊
勢
神
宮
祭
也
、
此
神
服
部

か
ん
は
と
り

等
、
斎
戒
潔
清
ニ
シ
テ

、
参
河
、
赤
引

神
調
糸
を
以
テ

神
衣
を
織
作
す
。
又
麻
績
連

を
み
の
む
ら
じ

等
麻
ヲ
績
テ

以
て

敷
和
衣

ウ
ツ
ハ
タ
ノ
ミ
ソ

を
織
、
以
テ

神
明
に
供
ス

、
故
ニ

神
衣
と
曰
ふ

政
香
曰
、
四
月
十
四
日
東
参
河
の
女
児
、
黼
衣
祭

ヲ
ン
ゾ
マ
ツ
リ

と
て
此
日

ハ
機
を
織
り
物
を
縫
事
を
休
む
ハ
古
よ
り
の
な
ら
ハ
し
な
り
、

岩
（
マ
マ
）

く
、
唯
東
参
河
の
ミ
な
ら
ず
お
の
が
家
も
古
来
よ
り
此

日
織
縫
を
な
さ
ず
、
古
風
を
廃
す
る
こ
と
無
し

旧
塚
蜂
ヲ

出
ス

倭
漢
三
才
図
会
巻
六
十
九

十
七
丁

信
玄
堂

在
信
玄
村

武
田
の
一
族
、
一
万
余
討
死
ス

、
體
ヲ

此
の
地
に
埋
ム

。
信
玄
之
亡
霊

ガ

蜂
ト

化
シ
テ

群
飛
シ
テ

人
ヲ

螫 さ
ス

、
大
恩
寺
演
誉
上
人
之 これ
を
弔
シ
テ

亡
魂
ヲ

慰

ス

、
今
に
七
月
十
六
日
松
明
を
焼
キ

、
里
民
踊
躍
ス
ル
モ

亦
其
遺
風
也 ナリ

三
河
柵
補
松
曰
、
津
具
村
・
下
谷
村
・
伊
奈
海
奈
海
道

（

マ

マ

）

以
上
四
ケ
所

（
貼
り
紙

後
筆
）

敬
雄
云
、
長
田
村

秋
寐
覚

ニ
ハ

丹
波
ト
ア
リ



今昔参河奇談 20

（
欄
外
記
事
）

「
因
ニ

云
、
五
雑
組

唐
・
宋
以
前
、
皆
社
日
ヲ

以
て
針
糸
を
停
ム

而
し
て
其
の
従
て
起
る
所
を
知

ら
ず
。

呂
公
忌
て
云
、
社
日
、
男
女
業
ヲ

輟
（
や
む
）
ル
コ
ト

一
日
否
寸
ハ

則
令
二
レ

人
不
一

レ

聴
、
始
テ

知
ヌ

、
俗
ニ

伝
フ

、
社
日
酒
ヲ

飲
み
耳
聾

ツ
ン
ボ
ヲ

治
す
者(

て
へ
り)

、
此
ノ

為
メ
ニ

而
し
て
針
糸
を
停
ム
ル

者
亦
此
を
以
て
也
」
政
香
案
（
按
）
ニ

、
唐
土
己
ガ

為
メ
ニ

針
糸
ヲ

停
ム

、
本
朝
ハ
神
服
を
織
る
が
為
に
其
日
を
か
し
こ
ミ
て
針

線
を
休
す
○

な
す
業
ハ
同
じ
く
し
て
敬
不
敬
相
さ
る
こ
と
遠
し

塚
墓
あ
り
、
信
玄
塚
ト

云
。
此
塚
よ
り
大
蜂
数
万
出
、
之
に
依
り
信

州
伊
奈
海
道
往
来
止
ム

。
天
正
年
間
三

（
一
五
七
三
―
九
三
）

・
尾
・
遠
三
州
の
寺
院
之
を

弔
祭
る
故
ニ

怨
霊
鎮 シヅ
マ

る
と
云

長
篠
蛸 サウ
聚
ル

ア
シ
ナ
ガ

ク
モ
タ
コ

字
彙
曰
、
蠨

蛸

し
ょ
う
し
ょ
う

虫
荊
州
河
内
之
ヲ

喜
母
ト

謂

宮
嶋
伝
記
（
不
詳
）

云
、
古
老
物
語
（
不
詳
）

曰
、
長
篠
陣
の
後
、
吉
川
下

蛸
集
る
事
夥
し
、
前
代
未
聞
の
奇
談
な
り
、
蛸
ハ
人
の
血
を
吸
フ
物

に
や
、
戦
場
の
死
骸
の
血
を
吸
ふ
か
と
い
へ
り
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蝦
蟇
が

ま

闘
諍

古
伝
云
、
安
永
三
年

（
一

七

七
四
）

正
月
六
日
よ
り
八
日
迄
三
日
の
間
、
岡
崎
六
供

に
蝦
蟇
数
百
匹
集
り
闘
諍
す
、
三
日
の
間
同
刻
（
に
）

な
る
と
、
其
の

後
行
方
し
ら
ず

因
云
、
続
日
本
紀
云
、
称
徳
帝
時
神
護
景
雲
二
年
七
月
肥
之
八
代
郡

蝦

墓
（
マ
マ
）

陳
列
広
サ

七
丈
可 ハカ
リ

、
南
向
去
、

及
日
暮
、

不
知
去
処

桓
武
帝
時
延
暦
三
年
五
月

蝦
蟇
二
万
許
従
摂
州
難
波
南
行
池
列
三

丁
可 ハカ
リ

、
入
四
天
王
寺
内
悉
去
ル

著
聞
集
云
、
後
堀
河
帝
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
年
）
夏
日
高
陽
院
殿

か
や
の
ゐ
ん
ど
の

南
有
堀
、

蝦
蟇
数
千
群
ヲ

為
ス

、
左
右
相
構
カ
マ
ヘ
テ

而
戦
フ

、
或
咬
殺
シ

半
死
ス

、
如
此

数
日
京
師
人
争
テ

之
ヲ

見
ル

大
日
本
史
巻
七
十
三

本
紀
七
十
三

明
徳
十
五
年
戌
（
戊
）

子
春
二
月
六
日

乙
酉
蝦
蟇
有
リ
テ

権
大
納
言
足
利
義
持
第 てい
ニ

闘
フ

其
外
蝦
蟇
合
戦
少
な
か
ら
ず

蛟

龍

こ
う
り
ゅ
う

（
み
ず
ち
と
龍
）

嘯

吟

し
ょ
う
ぎ
ん

（
口
を
す
ぼ
め
て
う
な
る
）

古
老
伝
（
不
詳
）

曰
、
正

徳

年

間

（
一
七
一
一
―
一
七
一
五
）

、
吉
田
駅
人
、
設
楽
郡

薗
目
村
長
泉
寺
ニ

行
し
に
、
寺
よ
り
四
・
五
丁
前
の
山
中
に

ヒ
ウ
ヽ
ヽ
と
鳴
物
あ
り
、
何
な
ら
ん
と
木
を
分
け
て
見
れ

バ
六
・
七
尺
の
蛇
、
木
に
登
り
居
て
口
を
開
、
空
ニ

向
ツ

て

啼
也
、
不
思
議
ニ

思
ひ
見
た
る
に
、
俄
に
其
ほ
と
り
黒
雲
覆
ヒ

（
屋
敷
）



今昔参河奇談 22

闇
夜
の
如
く
な
り
て
疾
風
迅
雷
（
激
し
い
雷
）

夥
き
故
よ
ふ
ゝ
ゝ
寺
へ
か

け
付
、
此
事
を
語
れ
バ
、
寺
僧
答
曰
、
蛟
龍
な
り
、
此
辺
に
ハ
お
ほ

く
如
斯
事
あ
り
、
幸
ニ

早
く
立
退
た
る
故
ニ

難
な
し
、
と
云

巨
蛇
の
鱗
ヲ

獲
タ
リ

古
老
伝
曰
、
設
楽
郡
須
美
村
夏
目
安
兵
衛
と
云
者
、
新
城
井
道
と
云
所

に
て
松
の
大
木
、
川
端
に
有
し
を
曳
あ
げ
ん
と
セ
し
に
、
松
の
木
に
あ

ら
ず
、
大
蛇
な
り
、
忽
チ
淵
に
入
ル
故
早
々
遁
帰
り
て
二
・
三
日
過
ぎ
、

其
所
に
行
て
見
れ
バ
、
大
サ

五
・
六
分
程
の
鱗
八
枚
あ
り
、
此
内
五
枚

ハ
新
城
領
主
御
蔵
へ
納
め
、
残
り
三
枚
今
に
家
蔵
と
す
と
云

大
蟹 カニ
出
ル
ヲ

覩 ミ
ル

享

保

年

間

（
一
七
一
六
―
一
七
三
四
）

、
幡
豆
郡
富
吉
村
今
ハ
富
好
に
て
大
雨
の
節
、
山

崩
れ
蟹
出
る
大
サ

六
尺
ば
か
り
と
云

因
云
、
蟹
の
大
な
る
形
ハ
古
今
書
（
不
詳
、「
古
今
の
書
」
カ
）

に
載
す

る
事
多
し
、
其
略
を
い
は
ゝ
頭
陀
物
語
（
不
詳
）

云
、
沢
蟹
、
大
サ

三
・
四
尺
、
そ
の
最
も
巨
な
る
に
至
り
て
ハ
丈
余
に
も
及
ぶ
も

の
あ
り
、
甲
の
上
に
ハ
苔
む
し
て
草
木
を
生
し
、
眼
の
光
天
を

射
、
螫
ハ
サ
ミ

を
抗 あげ
足
を
運 めぐ
ら
し
て
人
を
喰
ふ
事
折
ふ
し
あ
り

玄
中
記
（
不
詳
）

云
、
天
下
之
大
物
、
北
海
之
蟹
有
リ

、
一
螫
ハ
サ
ミ

を
挙
テ

能 よく
山
上
に
加
ト
モ

身
ハ

水
中
ニ

在
リ

山
海
経

せ
ん
が
い
き
ょ
う

云
、
姑
射
こ

や

国
、
大
蟹
ハ

在
海
中
蓋
千
里
之
蟹
也
、
又
女
丑

（
マ
マ
）

有
大
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蟹
広
千
里
と
注
セ
リ

堅
瓠
続
集
（
不
詳
）
ニ

云
、
唐
天
宝
間
宜
城
劉
成
カ

舟
中
、
蟹
呼
仏
を
聞

く
子
フ
ツ
ス
ル
カ
云
云

か
ゝ
る
怪
談
蟹
に
い
と
多
し
、
尚
又

李
石
ガ

続
博
物
志
（
不
詳
）

云
、
蝤

蛑

し
ゅ
う
ぼ
う

大
者
長
尺
余
、
両
螫
ハ
サ
ミ

至
強
シ

、

八
月
能
虎
與 ト
闘
フ

、
虎
モ

如 シカ
ズ

。
大
潮
ニ

隨
ひ
殻
を
退
。
一
退
一
長
ス

廣
異
記
（
不
詳
）
ニ

云
、
蟹 カニ
と
山
神
と
闘
ひ
し
事
を
載
た
り

燕
石
禄
（
雑
）

志
巻
四
十
五
丁

併
見
る
へ
し

龍
宮
怪
火

古
伝
云
、
三
河
と
尾
張
知
多
郡
の
間
、
其
海
に
初
ハ
一
ツ
二
ツ
火
の

見
え
た
る
と

思
ふ
内
に
一
里
も
連
な
り
、
又
ハ
二
里
三
里
五
里
も
連
な
り
て
見
ゆ

る
内
に
、
前
の
火
よ
り
漸 セン
々
に
消
へ
跡
な
く
な
る
、
是
を
古
よ
り
龍

宮
の
火
と
申
伝
え
て
か
く
あ
る
事
と
心
得
、怪
し
む
人
も
な
か
り
き
、

し
か
ハ
あ
れ
ど
、
人
も
吾
も
か
ん
が
へ
の
及
ぶ
か
ぎ
り
ハ
論
ろ
ん
じ

た
き

事
に
ぞ
侍
り
、

試
コ
ヽ
ロ
ミ

に
考
ヘ
い
は
ゞ
、
先 まず
し
ら
ぬ
火
の
類
な
る
べ
し

日
本
紀
（
＝
日
本
書
紀
）
七
巻
十
丁

五
月
壬
辰
朔
（
景
行
天
皇
十
八
年
条
）
、
芦
北
従
リ

船
ヲ

発
シ
テ

火
国
ニ

到
ル

。
是
に
於
テ

日
没
シ
ヌ

也
、
夜
冥
ク
ラ
ク
シ
テ

岸
ニ

著 つ
ク
コ
ト
ヲ

知

ラ
ズ

。
遥
ニ

火
光
を
視
ル

、
天
皇
挟
杪

カ
ヂ
ト
リ

に
詔
テ

曰
、
直
タ
ヽ
チ
ニ

火
処

ヒ
ノ
モ
ト
ヲ

指
セ

、

因
テ

火
ヲ

指
テ

往
ク

、
即
岸
ニ

著
コ
ト
ヲ

得
タ
リ

。
天
皇
、
其
の
火
光
の
処 もと
を

問
ひ
て
曰
、
何
ニ
ト

謂 云
邑 ムラ
ゾ
、

邑
国
人
対
テ

曰
ク

、
八
代
縣

ヤ
ツ
シ
ロ
ア
ガ
タ

豊
村
〇

亦
尋

ヌ

、
其
の
火
、
是
れ
誰
人
之
火
ゾ

、
然
し
か
れ
ド
モ

得
ズ

、
王
茲 コヽ
ニ

知
ヌ
〇

人
火
ニ

非
ズ

、
故
ニ

其
の
国
ヲ

名 なづ
ケ
テ

火
国
ト

曰
フ

古
事
記
伝
五
巻
十
一
丁

此
火
の
事
、
国
人
の
説
に
云
く
、
肥
後
国
の
海
に
松

は
セ
の
澳 オキ
と
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云
と
こ
ろ
に
竜
燈
と
言
て
今
も
あ
り
、
年
毎
の
七
月
の
末
よ
り
八
月

こ
ろ
ま
で
見
ゆ
る
う
ち
に
、
八
月
朔
日
の
夜
ハ
殊
に
多
し
、
宇
土
の

あ
た
り
の
山
よ
り
よ
く
見
わ
た
さ
る
ゝ
な
り
、
そ
の
さ
ま
世
に
挑
（
提
）

燈
と
云
物
の
大
サ

に
見
ゆ
る
火
、
初
に
ハ
一
ツ
二
ツ
あ
ら
ハ
れ
て
其

や
う
や
く
に
分
れ
て
数
多
く
な
り
ゆ
き
て
、
さ
か
り
な
る
ほ
ど
ハ
幾

千
万
と
も
し
ら
れ
ず
、
大
か
た
海
上
竪
横
三
・
四
里
の
ほ
ど
、
お
し

な
べ
て
み
な
火
に
な
る
な
り
、
風
ふ
け
バ
火
す
く
な
く
、
雨
ふ
る
夜

ハ
見
え
ず
、
さ
て
其
火
の
も
ゆ
る
時
に
其
海
を
往
来
船
を
遠
く
見
渡

せ
バ
、
火
の
中
を
行
と
見
ゆ
る
を
、
船
に
て
ハ
さ
ら
に
火
見
ゆ
る
こ

と
な
く
、
た
ゞ
つ
ね
の
如
く
な
る
と
ぞ
、
按

冠
辞
考

か
ん
じ
こ
う

四
巻
十
七
丁

し
ら
ぬ
い
の
部
頭
書
ニ

曰
、
今
の
世
ま
で
も
北
国
の
海

上
に
火
の
光
リ

あ
り
、
と
い
へ
り

日
本
紀
・
古
事
記
に
よ
れ
バ
、
し
ら
ぬ
い
の
類
タ
グ
ヒ

な
り
、
又
按

珍
書
考
（
不
詳
）

西
天
ノ

沙
海
の
一
隅
、
常
ニ

幽
火
も
ゆ
る
、
玄

奘
沙
門
、
是
を
名
付
て
修
羅
の
火
と
云
、
畢
竟
修
羅
の
業
火
真

如
浄
法
相
の
海
に
相
尅
の
幻 ゲン
火
と
説
り
、
此
を
以
て
案
ず
る
時

ハ
、
日
本
の
筑
紫
の
火
も
沙
海
の
火
に
た
と
へ
て
修
羅
の
火
と

い
ふ
べ
き
を
、
世
人
誤
て
し
ら
ぬ
火
と
云
る

イ

ヘ

ル

事
、
正
ニ

疑
な
し

と
思
ふ
、
と
虎
関
禅
師
ガ

徹
睢
録
（
不
詳
）

の
三
巻
廿
五
丁

に
載
た

り
、

倩
ツ
ラ
ツ
ラ

案
ず
る
に
、
虎
関
禅
師
な
ど
の
弁
を
以
て
考
る
に
、

成
程
修
羅
を
し
ら
ぬ
火
と
古
へ
の
人
と
り
違
へ
た
る
事
疑
な
し

但
、歌
書
な
ど
に
て
ハ
シ
ュ
ウ
を
シ
ラ
と
わ
け
て
仮
名
を
通
ハ
セ

て
云
〇

ノ
を
ヌ
と
ハ
是
も
ノ
と
ヌ
と
仮
名
通
ず
る
故
に
わ
ざ
と

物
の
し
れ
ぬ
と
云
コ
ト
を
し
ら
ぬ
火
と
云
歌
の
心
を
通
セ
て
読

る
に
や
、
其
歌
書
の
心
ハ
そ
れ
に
も
セ
よ
、
常
ニ

云
ず
ハ
本
語
の
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通
〇

修
羅
の
火
と
唱
て
よ
し
と
い
へ
ど
も

政
香
案
ニ

、
珍
書
考
の
論
〇

業
火
と
云
〇

相
尅
の
幻 ゲン
火
な
ど
ゝ
い

ふ
事
、
仏
経
ニ

ハ
あ
れ
ど
も
大
御
国
の
古
伝
に
い
ま
だ
聞
か
ず
、

珍
書
考
の
説
ハ
〇

暫
さ
し
置
〇

先
大
御
国
の
古
伝
に
よ
り
て
い

は
ゞ
筑
紫
ニ

あ
ら
ハ
れ
た
る
火
ハ
神
火
に
て
、
天
皇
ニ

泊 ハツ
る
地

を
知
ら
セ
給
ふ
也
、
後
ニ

肥
後
国
松
は
せ
の
澳
と
云
所
の
火
、

七
月
の
末
よ
り
八
月
こ
ろ
ま
で
見
ゆ
る
内
ニ
〇

八
月
朔
日
の
夜

殊
に
多
し
と
あ
る
ニ

つ
き
て
考
あ
り

一
宵
話

い
っ
し
ょ
う
わ

第
二
編
巻
一
兼
人
の
説
に
ハ
海
中
の
火
ハ
皆
魚
類
の
光
り

と
す
、
惣
じ
て
魚
蜃
（
み
ず
ち
の
一
種
、
蜃
気
楼
を
起
こ
す
と
い
う
）

を
陰
処
に
お
け

バ
火
光
あ
る
も
の
也
、
夏
秋
の
間
に
出
る
に
よ
れ
バ
海
水
の
天
日
の

陽
気
に
焦
げ
て
ひ
か
り
を
な
す
也

一
宵
話
の
首
書
曰
、
海
水
も
雨
後
に
ハ
暫
時
ひ
か
ら
ず
と
云

又
曰
、
石
首
魚

せ
き
し
ゅ
ぎ
ょ

（
魚
「
い
し
も
ち
（
石
持
）」
の
異
名
）

殊
に
ひ
か
る
と
あ
れ
バ

政
香
案
ニ

、
七
月
よ
り
八
月
の
間
ニ

あ
れ
バ
夏
天
の
炎
日
に
焦

れ
て
潮
水
の
ひ
か
る
也
、
又
ま
れ
に
ひ
か
る
ハ
魚
類
の
ひ
か
り

と
お
も
は
る

□
化
篇
（
不
詳
）

を
案
ず
る
に
、
海
水
杖
ヲ

以
テ

之
ヲ

撃
テ
リ

、
火
星
勃
然

た
り
、
載
た
り

誠
に
夜
中
海
水
を
撃
て
ハ

尽
こ
と
ご
と

く
ひ
か
る
を
見
る
べ
し
、
又

按

文
選

も
ん
ぜ
ん

海
賦
に
、
海
夜
ニ
シ
テ

火
燐 リン
々
と
あ
る
ハ
海
水
の
火
の
如
く
ひ
か

る
也

西
洋

セ
イ
ヨ
ウ

漢
土
ニ

ひ
る
ま
で
海
水
に
ひ
か
り
あ
る
ハ
其
証
ア
カ
シ

あ
り
、

い
か
で
龍
宮
の
火
と
い
は
ん
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天
狗
漁
猟

碧
海
郡
・
幡
豆
郡
西
の
海
に
古
伝
に
天
狗
の
漁
猟
と
い
ふ
事
あ

り
、
龍
燈
（
神
社
に
奉
納
す
る
灯
火
）

と
ハ
異
に
し
て
僅
に
一
ツ
二
ツ
見

ゆ
る
也
、
然
共
漁
猟
の
輩
笑
声
を
発
し
或
ハ
高
く
物
語
す
れ
バ

忽
其
船
の
傍
に
到
る
事
以
前
よ
り
も
早
し
、
其
火
か
げ
を
窺
見

れ
バ
、
鼻
高
き
異
人
或
ハ
顔
赤
き
異
人
あ
り
、
漁
人
此
に
逢
へ

バ
、
草
履
或
ハ
わ
ら
じ
の
類
を
頭
に
い
た
ゞ
き
て
船
底
に
臥
し
、

或
ハ
早
々
船
を
返
し
て
漁
セ
ず
、
是
ハ
天
狗
の
漁
猟
な
り
と
て

昔
し
よ
り
お
そ
る
ゝ
事
大
方
な
ら
ず
、
按
ズ
ル
ニ
二

柵
補
松
一

、
東
三
河
辺
雨
夜
に
ハ
高
山
よ
り
挑
燈
（
提
灯
の
こ
と
）

ほ

ど
の
火
出
て
河
端
に
寄
り
、
其
火
数
百
ニ

分
れ
夥
敷
見
ゆ
る
也
、

此
を
天
狗
の
漁
猟
な
り
と
云
、
勢
州
辺
、
悪
路
神
の
火
と
同
じ

と
載
た
り
、
東
三
河
に
も
天
狗
の
漁
猟
あ
り
と
知
ら
れ
つ

一
宵
話
第
二
編
一
巻
十
二
丁

或
年
の
六
月
廿
六
日
、
知
多
の
浦
よ
り
帰

る
船
、
海
中
に
て
火
の
玉
に
行
逢
た
り
、
其
火
の
中
に
鬼
か
人

か
夥
し
く
見
え
た
り
と
い
ふ
、
此
火
の
中
に
あ
ら
ハ
れ
し
物
を

平
家
の
亡
魂
な
ら
ん
と
評
す
れ
ど
も
何
の
ゆ
か
り
も
な
き
に

か
ゝ
る
所
へ

く
（
来
る
）

べ
き
由
な
し
、
中
略

知
多
の
船
の
火
中
に
物

の
見
え
し
と
い
ふ
ハ
お
の
が
影
の
う
つ
れ
る
を
も
変
化
ぞ
と
お

も
は
ん
事
、
心
と
目
と
に
あ
れ
バ
平
家
の
亡
魂
と
も
源
氏
の
幽

霊
と
も
さ
だ
め
が
た
か
る
べ
し
も

裳
（
衍
字
カ
）

書
載
せ
、
又
知
多
の
浦

の
怪
火
を
漁
人
の
篝
火
を
た
き
乱
髪
に
て
煬 アブ
り
居
た
る
を
見
驚

き
た
る
な
り
と
い
ふ
、
さ
も
あ
る
べ
し
、
怪
を
見
て
〇

怪
と
セ
ざ

れ
バ
怪
ハ

自
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ

消
る
と
い
ゝ

伝
ツ
タ
ヘ

た
る
ハ
む
べ
な
り

政
香
曰
、
世
に
天
狗
と
称
す
る
説
〇

区
々

マ
チ
ヽ
ヽ

ニ

し
て
一
な
ら
ず
、

其
略
を
い
は
ん
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倭
漢
三
才
図
会
三
巻
二
丁

日
本
紀
舒
明
天
皇
九

年

（
六
三
七
年
）

二
月
十
一
日
、
大
星

東
従
リ

流
テ

西
ス

、

便
ス
ナ
ハ
チ

音
有
リ
テ

雷
似 ご
ト
シ

。

僧
旻 みん
曰
、
流
星
に
非
ズ

是
天
狗
也
。
是
歳
、
蝦
夷
に
兵
有
り
。

芸
苑
曰
渉

げ
い
え
ん
に
っ
し
ょ
う

云
、
凡
物
天
狗
ト

名
ク
ル

者
一
ニ
シ
テ

足
ラ
ズ

矣
。

史
記
天
官
書
、

天
狗
、
大
奔
星
（
光
っ
て
飛
ぶ
星
、
流
星
）

の
如
き
声
す
る
有

り
、
其
下
デ
ハ

地
は
止
み
狗
に
類
ス

、
墜
つ
る
所
及
び
之
を
望
ム

に
火

光
炎
々
と
し
て
天
を
衝
く
が
如
ク

。

南
参
書
（
不
詳
）

天
文
志
曰
、
永

元

三

年

（
後
漢
和
帝
の
年
号
西
暦
九
十
一
年
）

夜
、
天
開
テ

黄
色
明

照
ナ
リ

。
須
臾

し
ゅ

ゆ

ニ
シ
テ

物
有
り
。
絳
色
（
濃
い
赤
色
）
ニ
シ
テ

小
甕
ノ

如
シ

。
漸
々

ぜ
ん
ぜ
ん

（
次
第
ニ
）

大
サ

倉
廩

そ
う
り
ん

（
米
ぐ
ら
）

の
如
シ

。
声
隆
々
ト
シ
テ

、
雷
大
湖
中
に
墜

つ
る
が
如
し
。
野
雉
皆
雊な
ク
。
世
人
呼
テ

木
（
マ
マ
）

殃
（
ワ
ザ
ワ
イ
）

と
為
ス

。

史
臣
案
、
春
秋
緯
天
狗
、
大
奔
星
の
如
シ

。
声
有
リ

、
之
を
望
ム
ニ

火
の
如
シ

。
見
ル
ト
キ
ハ

則
四
方
相
射
（
光
が
強
く
照
ら
す
）
。

漢
史
（
不
詳
、
漢
書
の
こ
と
カ
）

云
、
西
北
三
大
星
有
リ

。
日
状
ノ

如
シ

。
名
ケ
テ

天
狗
ト

曰
フ

。
天
狗
出
ル
ト
キ
ハ

則
人
相
食
。

天
官
云
（
前
出
）
、
天
狗
状
大
鏡
星
の
如
シ

と
。
又
云
、
大
流
星
の
如
し

と
。
色
黄
に
し
て
声
有
り
。
其
れ
地
止
ハ

狗
ニ

類
す
。
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墜
ル

所
之
を
望
む
に
火
光
炎
々
ト
シ
テ

天
を
衝
く
が
如
し
。
其
上
鋭
す
る
ど
カ

リ

。
其
下
円
ク

数
頃
田

け
い
で
ん

（
百
畝
ノ
田
地
）

の
如
し
。
見
ル
ト
キ
ハ

則
血
ヲ

千
里
に

流
ス

。
軍
ヲ

破
リ

将
ヲ

殺
ス

漢
史
又
云
、
昭
（
照
ノ
意
）

明
下
天
狗
ト

為
ス

。
下
ル

所
兵
起
リ
〇

血
流
ル

昭

明
星
也

洛
書
（
不
詳
）

云
、
昭
明
見
あ
ら
は
レ
テ

而
〇

覇
者
出
ヅ

運
斗
枢
（
不
詳
）

云
、
昭
明
、
芒 ぼう
角
（
芒
の
よ
う
に
細
く
鋭
い
光
）

有
ル
ハ

兵
の
徴
し
る
し

也 ナリ河
国
云
（
不
詳
）
、
大
白
（
太
白
星
の
略
、
太
白
星
は
金
星
の
異
称
）

散
テ

天
狗
ト

為
ル

漢
史
又
云
、
星
出
ル

有
リ

。
其
状 かた
チ

赤
白
、
光
有
リ

。
即
天
狗
と
為
ス

。

其
下
小
ニ
シ
テ

足
無
シ

。
下
ル

所
〇

国
、
政
を
易 かえ
ル

。
衆
説
同
じ
か
ら
ず
。

未
だ
孰
い
ず
れ

が
是
ナ
ル
カ
ヲ

詳
か
に
せ
ず
。
乱
凶
之
運
ヲ

推 お
ス
ニ
（
推
論
ス
ル
ニ
）

此
レ

其
必
ず
天
狗
カ

乎

述
異
記
（
不
詳
）

曰
、
康

熈

壬

子

（
康
熙
帝
十
一
年
一
六
七
二
年
）

四
月
廿
二
日
黎
明
、
銭
塘
（
中

国
ノ
県
名
）

西
北
郷
に
孫
姓
の
者
有
。
門
尚
未
だ
啓
か
ず
。
隣
人
夙
ニ

起

テ

孫
屋
脊 せき
上
を
見
ル
ニ

一
物
有
リ

。
狗
に
似
テ

人
の
如
ク

立
ツ
〇

頭
鋭
く
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喙
く
ち
さ
キ
（
く
ち
ば
し
）
上
リ

半
身
赤
色
〇

腰
以
下
青
シ

。
靛てん
（
あ
い
色
）
尾
の
如
し
。

彗
（
ほ
う
き
）
ノ

如
シ

。
長
サ

数
尺
、
驚
テ

孫
ヲ

呼
テ

之
を
告
ぐ
。
甫
（
男
子
の
美

称
）
、
門
ヲ

開
ク

。
其
の
物
上
シ
テ

雲
際
ニ

騰
り
忽
チ

声
を
発
シ
テ

霹
靂
の
如

シ

。
委
蛇
（
う
ね
り
ま
が
る
さ
ま
）

屈
曲
西
南
ニ

向
テ

去
ル

也
。
火
光
上
リ
テ

迸 ほう
烈

ト
シ
テ

彗
ノ

之
天
を
掃
く
如
シ

。
時
ヲ

移
シ
テ

乃
ち
息 ヤ
ム

。
数
十
里
内
皆
其

の
声
ヲ

聞
ク

。
亦
其
の
光
を
仰
ぎ
見
る
者
有
リ

。
所
謂
天
狗
ナ
リ

と
。
地

ニ

墜
つ
る
声
〇

雷
の
如
き
也
。
甲
寅
、
逆
藩
の
乱
有
リ

又
星
経
龍
尾
九
星
之
一
、
天
狗
有
リ

。
是
レ

星
ニ
シ
テ

天
狗
ト

名 なづ
ク
ル
ナ
リ

酉
陽
雑
俎

ざ
つ

そ

（
不
詳
）
、
龍
王
ノ
身
光
憂
流
迦
ト

曰
フ

。
此
ヲ

天
狗
ト

言
フ

。
是

龍
ニ
シ
テ

天
狗
ト

名
ク
ル
ナ
リ

と

山
海
経
、
陰
山
獣
有
り
。
其
状
チ

狸
の
如
ク

し
て
白
首
〇

名
テ

天
狗
と

曰
フ

。
其
音
榴
榴
タ
リ

。
以
テ

禸
じ
ゅ
う

（
け
も
の
の
あ
し
あ
と
）

を
禦
す
可
シ

杜
甫
天
狗
賦
、
色
狻
猊

さ
ん
げ
い

（
か
ら
し
し
）

に
似
テ

小
、
猿
狖ゆう
（
黒
色
の
さ
る
又
は
尾
長

さ
る
）
ノ

如
し

王
鼎
焚
椒
録

悉
く
参
河
志
雑
部
ニ

記
ス

。
以
下
〓
レ

此

汪
若
海
麟
書
（
不
詳
）

佩
文
韻
府
三
泰
記
（
不
詳
）

を
引
テ

曰

李
杲

り
こ

う

食
物
本
草
曰
（
不
詳
）

爾
雅
じ

が

天
中
記
（
不
詳
）

伊
世
珍
カ

琅
環
記
（
不
詳
）

魯
語

説
文

せ
つ
も
ん

（
説
文
解
字
の
略
）

正
字
通

せ
い
じ
つ
う

（
中
国
の
字
書
。
十
二
巻
。
明
の
長
自
烈
撰
。
清
の
寥
文
英
刊
「
字
彙
」
の
体
例
に
な
ら
う
。）
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白
澤
国
（
不
詳
）

南
康
記
（
不
詳
）

抱
朴
子

ほ
う
ぼ
く
し

（
書
名
、
八
巻
。
晋
の
葛
洪
カ
ッ
コ
ウ
（
号
は
抱
朴
子
）
の
著
。
道
家
の
書
で
神
仙
の
述
を
説

き
、
道
徳
・
政
治
を
論
ず
る
）

荊

楚

（
け
い
そ
）

歳
時
記
（
書
名
、
一
巻
。
梁
の
宗
懍
ソ
ウ
リ
ン
の
著
。
楚
の
国
の
風
俗
を
元
旦
か
ら
除
夜
に

い
た
る
ま
で
を
述
べ
て
い
る
）

神
異
経
（
不
詳
）

大
平
廣
記

河
東
裴 はい
鏡
（
不
詳
）

神
社
考
六
巻
七
丁
（
神
社
私
考
の
こ
と
カ
？
）

古
事
記
伝
三
巻
七
丁

龍
樹
霊
狐
な
ど
の
た
ぐ
ひ
も
、
す
ぐ
れ
て
あ
や
し
き

物
に
て
可
畏

カ
シ

コ

け
れ
バ
神
な
り
、
木
霊

コ
ダ

マ

と
ハ
俗
に
い
は
ゆ
る
天
狗
に
て

漢
籍
ニ

魑
魅
ち

み

な
ど
云
た
ぐ
ひ
の
物
ぞ
、
書
紀
舒
明
巻
（
日
本
書
紀
舒
明
天
皇
の

巻
）
ニ

見
え
た
る
天
狗
ハ
異
物
な
り

又
、
源
氏
物
語
な
ど
に
天
狗
こ
だ
ま
（
夢
の
浮
橋
帖
）

と
云 いへ
る
こ
と
あ
れ

バ
、
天
狗
と
ハ
別
な
る
が
ご
と
聞
ゆ
め
れ
ど
、
そ
ハ
当
時
世
に
天
狗

と
も
い
ひ
木
霊
と
も
云
る
を
何
と
な
く
つ
ら
ね
云
る
に
て
実
ニ

一
つ

物
な
り

玉
だ
す
き
三
巻
十
丁
（
不
詳
）

天
狗
の
事
を
誌
セ
り
、
併
見
る
（
べ
脱
カ
）

し

政
香
曰
、
曰
衆
説
に
拠
れ
バ
、
天
狗
の
漁
猟
と
い
ふ
も
誣 シフ
た
る

（
い
つ
わ
る
）

に
あ
ら
ず
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枯
木
夜
火

寺
津
村
東
、
枯
木
杜

カ
レ
キ
ノ
モ
リ

あ
り
巨
海
（
コ
ミ
）
村
ニ
属
セ
り
八
幡
の
小
祠
あ
り
、

雨
ふ
ら
ん
と
し
て
風
静
な
る
夜
火
出
す
、
寺
津
村
白
山
杉
或
ハ
巨
海

杜
の
高
樹
ニ

の
ぼ
り
三
ツ
四
ツ
五
ツ
ニ

わ
か
れ
て
地
に
降
り
又
一
ツ

ニ

な
り
、
或
ハ
一
ツ
ニ

て
八
面
山
ま
で
も
往
く
時
あ
り
、
い
か
な
る
因 ヨシ

に
て
い
づ
る
其
訳
を
知
る
人
な
し

古
老
曰
、
名
剱
の
地
中
ニ

あ
り
て
其
気
の
顕
る
ゝ
な
ら
ん
と
い
へ
ど

も
剱
気
ハ
其
処
の
上
ニ

建
て
他
へ
往
来
す
べ
か
ら
ず
、
思
ふ
に
山
鳥

ハ
此
地
ニ

住
す
ま
わ

ざ
れ
バ
青
鷺
・
雉
の
類
タ
グ
ヒ

な
る
べ
し
、
其
証
下
ニ

誌
す

倭
漢
三
才
図
会
七
十
四
巻

四
十
六
丁

凡
野
外
之
陰
火

い

ん

か

、
河
内
平
岡
火
気
朱
萑すい
（
み

み
ず
く
）

之
類
而
従
来
一
種
の
生
類
也
、
好
事
者
漫
み
だ
り
ニ

事
立
ル

而
已
の

み

同
六
十
七
巻

二
十
一
丁

星
梅
樹
ニ

降
ル
在
相
州
金
田
村
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
鵁
鶄

ゴ
ヒ
サ
ギ

・
蜘
蛛

ク
モ

ヒ

の
類
カ

乎

按
ル
ニ
、

蛍
火
ハ

常
ナ
リ

也
、
狐
火
モ

亦
希
ナ
ラ
ズ

。
鼬
イ
タ
チ

・
鵁
鵲

ア
ヲ
サ
ギ

皆
神
出

る
有
り
、
凡

霖
（
リ
ン
）

（
長
雨
）

霂ぼく
（
小
雨
）

闇
夜
人
声
無
し
。
則
、
燐
出
ヅ

矣
、
皆
青
色
而
焔
芒
無
シ

也

一
宵
話
第
二
編
巻
一
青
鷺
・
山
鳥
・
雉
、
夜
中
ニ

飛
べ
バ
皆
光
る

常
陸
の
あ
か
井
が
た
け
よ
り
見
れ
バ
遥
ニ

火
あ
り
、
鳥
な
り
と
云

山
鳥
ハ
尾
に
星
十
三
あ
る
が
、
殊
に
ひ
か
る
よ
し
、
山
中
の
人
い
へ
り

光
の
高
か
ら
ぬ
ハ
雉
の
字
を
塀
の
高
サ

一
丈
の
事
に
用
ゆ
る
に
て

も
し
ら
る

蜀
山
の
宝
鶏
の
祠
の
神
ハ
山
よ
り
山
へ
渡
る
時
、
其
光
長
く
つ
ゝ
き

云
云

ウ
ン
ウ
ン

と
声
す
る
よ
し

（
由

）

、
雉
・
山
鳥
の
大
な
る
物
な
る
べ
し
、
惣
じ

て
山
海
の
火
ハ
皆
陰
火
に
し
て
昼
見
ゆ
る
事
な
し
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陰
火
に
十
三
種
あ
り

但
、
唐
大
（
太
）

（
＝
樺
太
）

の
火
神
ハ
昼
あ
ら
ハ
れ
て
い
と
お
そ
ろ
し
き
事

な
り
と
昔
よ
り
い
ひ
伝
ふ
、此
神
、長
サ

弐
丈
ば
か
り
も
あ
ら
ん
か
、

山
を
出
る
時
雲
に
の
る
、
其
雲
朱
よ
り
も
赤
く
、
往
来
の
道
は
必
し

ぐ
る
に
其
雨
亦
血
の
如
し
、
毎
年
出
る
か
又
稀
な
る
事
か
い
ま
だ
其

証
を
審
セ
ず

天

明

年

間

（
一
七
八
一
―
一
七
八
九
）

に
出 いで
し
時
ハ
唐
太
よ
り
ソ
ウ
ヤ

（

宗

谷

）

の
バ
ウ
カ
ク
ベ
ツ

ノ
崎
へ
来
り
、
暫
時
留
る
様
に
て
ま
た
唐
太
の
方
に
帰
れ
り
、
蝦
夷

に
も
此
神
を
仰
見
れ
バ
或
ハ
気
絶
し
或
は
熱
病
煩
ら
ふ
よ
し
な
り
、

此
の
何
の
神
な
ら
ん
、
大
龍
金
龍
な
ど
と
や
い
は
ん
か

揚
州
（
中
国
今
の
江
蘇
省
江
都
）

石
覇
の
民
、
暁
発
セ
ん
と
す
る
に
門
内
に
て

火
光
忽
チ

唕ソウ
々
ト
シ
テ

騰
り
上
ら
ん
と
す
、
ワ
ツ
ト
叫
び
ツ
ヽ

鋤
に
て
撃
て
バ
手

ご
た
へ
し
て
地
に
墜
つ
、
よ
り
て
見
れ
バ
金
龍
に
て
首
は
牛
釜
の

如
し
、
お
そ
ろ
し
な
が
ら
埋
メ

置
し
が
、
後
に
掘
出
し
て
見
れ
バ

真
の
赤
金
（
＝
銅
）

な
り
、
こ
れ
よ
り
其
家
大
に
富 とめ
り
と
な
ん
、
蝦

夷
の
地
ハ
金
山
多
し
と
い
へ
バ
此
唐
太
の
神
ハ

玄
（
其
カ
）

山
／
＼
を

守
ら
せ
給
ふ
神
に
も
あ
ら
ん
か
と
い
ふ
に
、
人
々
扨
は
此
神
祭
り

ハ
大
福
長
者
に
な
ら
れ
ん
も
の
を
と
よ
ろ
こ
ぶ
、
小
人
ハ
利
に
喩

る
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ

油
淵
火
玉

碧
海
郡
西
端
と
一
本
木
と
の
間
ニ

淵
あ
り
、
油
が
淵
と
云
、
雨

降
ら
ん
と
致
し
風
静
な
る
夜
火
玉

ヒ
ノ
タ
マ

出
す
、
西
ハ
高
取
辺
、
東

ハ
米
津
渡
場
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辺
ま
で
来
る
、
人
声
を
聞
時
ハ
立
去
る
事
以
前
よ
り
も
す
ミ
や
か
な

り
、
古
今
人
ニ

害
を
な
す
事
な
し

例
云
、
火
の
玉
ハ
蟾
蜍
ヒ

キ

（
せ
ん
よ
＝
ひ
き
が
え
る
）

の
化
し
て
飛
ぶ
に
て

孑
孑

ホ
ウ
フ
リ

（
ぼ
う
ふ
ら
）

の
羽
翼
を
生
じ
て
蚊
と
な
る
も
同
じ
事
也

政
香
案
ニ

、
或
ハ
高
取
村
ニ

至
り
或
ハ
米
津
辺
に
至
る
を
見
れ

バ
往
来
の
道
遥
な
り
、
此
に
拠
れ り
て
考
る
に
、
蟾
蜍
ヒ

キ

に
ハ
あ
ら

ず
し
て
枯
木
杜
な
る
青
鷺
・
雉
の
類
な
る
べ
し

天
、
五
石
ヲ

降
シ

創
業
録
（
不
詳
）
廿
五
巻
設
楽
郡
日
近
の
邑
震
動
シ

四
五
寸
許
ノ

石
五
ツ

降
ル
ト
云
云

三
才
図
会
巻
一
十
五
丁

大
明

万

萬

（
万
暦
の
こ
と
か
）

子
歳
十
二
月
廿
五
日
、
四
川
順
慶

府
ニ

風
無
、
雲
無
、
雷
忽
震
動
、
石
墜
つ
、
六

塊
カ
タ
マ
リ

、
重
サ

八
斤
或

十
五
斤
・
十
七
斤
、
小
者
重
サ
一
斤
或
十
余
雨
（
両
）

高
麗
文
宗
王
（
第
十
代
）

正
月
当
宋
嘉
祐
二
年
（
北
宋
の
嘉
祐
二
年
（
一
〇
五
七
））

黄

州
隕
ル

石
声
雷
の
如
シ

。
其
の
石

列

上

ツ
ラ
ナ
ル
ト
コ
ロ
ノ

礼
司
奏
シ
テ

曰
、
昔
秦
、

星
墜
つ
る
こ
と
有
り
と
。
晋
唐
以
降
比
比
ト
シ
テ
（
し
ば
し
ば
）

之 これ
有
り
。

此
れ
常
の
事
也
。
災
祥
（
わ
ざ
わ
い
と
さ
い
わ
い
）

に
閒
ア
ヅ
カ
ラ

ず
。
今
以
異
と

為
る
者
妄
也
。
遂
ニ

其
の
石
還
ス

。
東
国
通
鑑
五
雑
組
ニ

云
。
星
之
地

に
墜
テ

石
と
為
る
、
尺
寸
許
に
過
ざ
る
耳 のみ
。
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雪
積
ル
コ
ト

四
尺

創
業
録
巻
八
天
正
六
年

（
一
五
七
八
年
）

戊
寅
二
月

小
（
小
の
月
）

四
日
、
参
遠
二
州
大
雪
深

キ
コ
ト

四
尺
余
と
載
た
り

政
香
曰
、
積
雪
四
尺
余
を
奇
談
ニ

載
た
る
を
北
人
聞
か
ば
常
と

し
て
枉 ムダ
の
輯
録
と
い
は
ん
歟
、
然
ど
も
三
河
国
ハ
大
雪
と
い
へ

ど
も
尺
に
満
た
ず
、
況
や
四
尺
余
を
や
、
是
奇
に
あ
ら
ず
し
て

何
ぞ
や

上
宮
投
石
（
上
宮
＝
聖
徳
太
子
の
こ
と
）

碧
海
郡
岩
根
村
松
韻 イン
寺
の
庭
ニ

高
三
尺
余
、
囲
一
抱
余
の
石
あ
り
、

古
伝
ニ

曰
、
守
屋
大
臣
、
聖
徳
太
子
へ
投
ゲ

つ
け
し
を
弓
に
て
払
ヒ

給
ふ
、
其
石
三
ツ
に
砕
け
て
、
一
ツ
ハ
参
河
国
ニ

と
ゞ
ま
る
、
其
処

を
岩
根
と
云

今
碧
海
郡
磐
根
村
是
也

但
シ
、
一
ツ
ハ
播
州
、
一
ツ
ハ
奥
州
ニ

と
ゞ
ま
る
と
云
云
、
委

し
く
ハ
〇

大
子
伝
ニ

見
え
た
り
と
云
、
予
、
い
ま
だ
大
子
伝
を

読
ま
ず
〇

故
ニ

其
証
ア
カ
シ

を
誌 シル
さ
ず
〇

是
非
ニ

お
ゐ
て
ハ
博
識
の
考

を
ま
つ

白
雪
（
太
田
白
雪
、
前
出
）
の
録
せ
る
三
河
記
古
墳
部
ニ

石
塚

碧
海
郡
岩
根
村

ニ

あ
り
、
往
昔
聖
徳
太
子
ニ

夷
等
大
石
ヲ
打
付
ル
、
メ
サ
レ
タ
ル
黒
ノ
駒
ノ

御
鞭
ニ

テ
ハ
ネ
サ
セ
玉
へ
バ
、
一
ツ
ハ
コ
ク
ウ
ニ

飛
ビ
渡
リ
テ
幡
州
石
投

イ
シ
ナ
ゲ

浦

ニ

ト
ヾ
マ
ル
、
残
一
ツ
ハ
三
河
国
岩
根
ニ

ト
ヾ
マ
ル
ト
云
リ
、
大
子
伝
記
ニ

も
似
タ
ル
事
有
カ
ト
覚
ユ
、
追
テ
考
ベ
シ
と
載
せ
た
り
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満
仲
踏
巖

幡
豆
郡
苅
宿
村
氏
神
境
内
に
石
有
、
高
、
地
を
出
る
こ
と
四
尺
ば
か

り
、
地
中
に
入
る
事
い
く
ば
く
あ
り
や
、
い
ま
だ
試
に
掘
見
る
人
な

し
、
故
ニ

其
深
サ

を
知
ら
ず

古
伝
曰
、
多
田
満
仲
陣
馬
踏
ム

所
ロ
ノ

石
ナ
リ

也

政
香
案
ニ

、
苅
宿
に
満
国
寺
と
云
寺
あ
り
、
吉
良
満
国
君
の
菩

提
寺
な
り
、
故
ニ

寺
号
を
満
国

マ
ン
コ
ク

ミ
ツ
ク
ニ

と
云
此
寺
後
年
同
郡
味
濱
村
ニ

遷
る
、
今
ハ
味
濱
村
ニ
あ
り

満
国 クニ
を
満
仲
と
取
違
へ
た
る
か
と
お
も
ハ
る
、
然
ど
も
い
ま
だ

其
証
を
見
ず
、
是
又
博
識
の
考
を
ま
つ

因
云
、
日
本
紀
七
巻
七
丁

此
等
の
類
タ
グ
ヒ

の
伝
あ
り
、
併
見
る
べ
し

隠
座
処

カ

ク

レ

ザ

ト

ノ

杜 モリ

幡
豆
郡
苅
宿
村
ニ

あ
り
、
塚
三
ツ
あ
り
、
其
中
大
な
る
ハ
囲
ミ
四
十

間
余
あ
り
、
塚
上
ニ

小
祠
あ
り
、
樹
木
生
茂
り
た
り
〇

是
を
カ
ク
レ

サ
ト
と
云
〇

俗
伝
ニ

此
塚
を
三
度
左
廻
れ
バ
必
奇
異
あ
り
と
云
、
里

人
ニ

問
に
古
今
其
験
あ
り
と
云
、
東
ニ

あ
る
小
塚
を
鎧
ヨ
ロ
ヒ

塚
と
云
、
西

ニ

あ
る
を
ホ
ウ
ク
ハ
ン
塚
と
云
政
香
案
ニ
宝
冠
か
、

い
ま
だ
其
証
を
み
ず

又
一
説
ニ

西
の
小
塚
を

経
塚
と
云
、
此
三
塚
の
由
縁
、
古
今
伝
ツ
タ
フ

る
人
な
し

政
香
案
ニ

、
上
古
高
貴
の
御
方
の
塚
な
る
べ
し
、
神
代
に
神
の

現
在

ウ
ツ
シ
ミ

世 ヨ
を
去 サリ
り
給
ふ
を
神
隠

カ
ミ
カ
ク

れ
給
ふ
と
あ
り
、
御
身
を
隠
し

給
ふ
故
ニ

神
隠

カ
ミ
カ
ク

れ
と
古
言
に
い
へ
り
、
サ
は
座
に
し
て
、
い
ま

す
を
云
、
ト
は
処
ト
コ
ロ

に
て
古
言
ニ

伏
処

フ
シ

ト

ク
ミ
ト
の
ト
ニ

て
を
る
処

を
云
な
り
、
御
身
ミ

ミ

を
隠 カク
し
給
ふ
処
ト
コ
ロ

と
云
古
語
な
る
べ
し
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今
昔
物
語
を
案
ず
る
に
、
日
向
国
高
千
穂
の
峯
に
カ
ク
レ
ザ
ト
ト
云

処
あ
り
、
此
も
愚
案
の
如
く
御
身
ミ

ミ

を
隠 カク
し
給
ふ
処
ト
コ
ロ

と
い
ふ
古
語
に

ハ
あ
ら
ざ
る
か
、
博
識
の
考
を
ま
つ

絵
女
房
塚

額
田
郡
明
大
寺
村
ニ

あ
り

古
伝
ニ

云
、
何
れ
の
御
代
に
か
あ
り
け
ん
、
帝
の
御
夢
に
女
を
見
給

へ
り
其
容
叡
慮
に
叶
ひ
し
か
バ
、
図
を
も
つ
て
諸
国
を
捜
し
給
ひ
（
し

脱
カ
）

に
ニ
（
衍
カ
）

、
参
河
国
明
大
寺
村
ニ

図
ニ

似
た
る
女
あ
り
、
都
へ
具 グ
セ

ら
れ
て
終
ニ

宮
女
と
な
る
、
其
女
、
遺
言
し
て
、
吾
死
な
バ
参
河
国

明
大
寺
村
ニ

葬
る
べ
し
と
云
、
遺
命
ニ

依
り
て
此
地
ニ

葬
る
と

政
香
曰
、
国
史
・
旧
記
を
案
ず
る
に
、
い
ま
だ
其
証
を
見
ず
、

是
又
博
識
の
考
を
ま
つ

南
海
蜃
楼

参
河
国
渥
美
郡
五
十
子
崎
に
蜃
楼

顕
あ
ら
は

る
ゝ
と
古
よ
り
云
伝
へ

た
り
、
蓋
、
蜃
気
楼
な
ど
い
ふ
も
の
海
辺
の
人
ハ
お
り
／
＼
こ

れ
を
見
る
と
い
へ
り
、
こ
ハ
蜃
と
い
ふ
も
の
ハ
形
螭
龍

ア
マ
レ
ウ

に
よ

く
似
た
る
が
気
を
吐
こ
と
あ
る
と
な
ん
、
其
気
空
中
に
立
の

ぼ
り
て
宮
殿
楼
閣
画 ヱガ
ク

ご
と
く
あ
ら
ハ
る
ゝ
と
ぞ
い
ふ
な
り
、

唐
土
に
て
ハ
蜃
楼
と
も
又
海
市
と
も
名
づ
け
た
り
、
亦

一
説
に
蜃
ハ
其
形
蛇
の
如
く
し
て
大
き
な
り
、
腰
以
下
鱗
ハ

ミ
な
逆
だ
て
り
と
も
い
ふ
説
あ
れ
バ
、
亦
そ
の
状
螭
龍
に
似

て
角
あ
り
耳
あ
り
髯
あ
り
て
紅
色
と
い
ふ
説
も
あ
り
、
又
雉

と
蛇
と
交
れ
バ
蜃
を
生
む
と
聞
え
、
或
ハ
蜃
ハ
是
龍
な
り
、

池
及
井
に
あ
る
時
ハ
気
を
吐
き
て
雨
を
な
し
、
海
に
あ
る
と

き
ハ
気
を
吐
て
宮
殿
を
な
す
と
い
へ
バ
、
世
俗
の

可
（
所
）

謂
龍

宮
城
ハ
蜃
気
楼
を

訛
な
ま
り

伝
へ
て
あ
ら
ぬ
事
さ
へ
い
ふ
に
や
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（
欄
外
記
事
）

「
乾
闥
婆

け
ん
だ
つ
ば

城
（
＝
蜃
気
楼
）

翻
訳
名
義
巻
三
十
六
丁

大
論
云
、
日
初
出
時
見
城
門
楼
櫓
宮
殿
ア
リ

、
行
人
出
入
ス
ル
ヲ

、

日
転
高
レ
ハ

転
滅
ス

、
但
、
眼
見

可
バ
カ
リ

に
し
て
実
有
り
無
し
、
犍
闥
婆

け
ん
だ
つ
ば

城
と
名

づ
く静

（
慧
ケ
イ
）

苑
華
厳
音
義
云
、
西
域
ニ
ハ

楽
人
を
名
づ
け
て
乾
闥
婆
と
為
す
。
彼

楽
人
多
ク

城
郭
ヲ

幻
作
ス
。

須
臾
に
し
て
故
の
如
し
。
因
り
て
即
ち
龍
蜃
所
□
と

謂
ふ
。
輔
□□

、
乾
城
と
云
ふ
。
俗
に
蜃
気
ナ
リ
ト

云
ふ
。
蜃
ハ
大
蛤
也
。
朝
海
州

に
起
ち
て
遠
く
視
レ
バ

有
あ
る
い

は
似
る
。
近
ク

看
れ
ば
却
テ

無
シ

」

あ
ら
ん
、
又
一
説
に
、
蜃
ハ
是
大
蛤
也
、
故
ニ

海
中
の
車

螯

ウ
ミ
ヲ
フ
ギ

（
＝
し
ゃ

ご
う
。
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
異
名
）

を
蜃
と
い
ふ
と
あ
る
に
よ
り
て
、
蜃
を
お
ほ
は

ま
ぐ
り
と
訓
く
ん
ず

も
の
あ
れ
ど
、
こ
ハ
古
今
の
誤
な
り
、
も
し
蜃
を
も

て
蛑
蛤

ハ
マ
ク
リ

の
属
と
せ
バ
い
か
で
か
よ
く
変
化
し
て
、
人
を
害
す
る
に

至
る
べ
き
、
蜃
と
い
ふ
に
二
種
有
り
、
海
中
蜃
気
楼
を
な
す
も
の
ハ

螭
龍

ア
マ
レ
ウ

（
み
ず
ち
）

の
属
也
、
亦
雉
ハ
大
水
ニ

入
り
て
蜃
と
な
る
、
と
い
へ

り
、
雉
ハ
本
蛇
の
化
す
る
と
こ
ろ
な
れ
バ
、
そ
の
類
に
し
た
が
ふ
の

ミ
、
こ
れ
を
蛤
と
す
る
ハ
違
た
が
え

り
、

信
マ
コ
ト
ニ

蜃
気
と
い
ふ
も
の
ハ
海
気

也
、
大
凡
海
水
の
精
多
く
結
び
て
形
を
な
し
、
散
じ
て
光
り
を
な
す

こ
と
あ
る
の
ミ
、
蜃
の
気
に
ハ
あ
ら
ず
、
と
い
ふ

因
云
、
車
螯
ハ
う
ミ
あ
ふ
ぎ
、
時
珍
日
梵
書
（
不
詳
）
、
謂
フ
二

之
ヲ

牟
婆
名
揖
位
婆
蛑
ハ
な
か
た
が
ひ
、
若
水
本
草
に
ト
ブ
カ
ヒ
蜃

楼
画
の
下
ニ

大
蛤
ヲ

画
く
ハ

誤
ア
ヤ
マ
リ

な
り
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政
香
曰
、
蜃
楼
の
説
ハ
扶
桑
国
考
〇

那
古
浦
蜃
楼
記
〇

昔
語
質

屋
庫
〇

等
の
書
を
併
見
る
べ
し
（
那
古
浦
蜃
楼
記
・
昔
語
質
屋
庫
、
不
詳
）

因
云
、
五
十
子
崎
よ
り
朝
熊
峯
ニ

気
横
た
（
わ
脱
カ
）
り
て
橋
を
架
し
た
る
如

し
知
多
郡
ニ
而

ハ
俗
に
大
神
宮
の
五
十
子
へ
御
客
に
御
出
な
さ
る
橋
が

か
ゝ
つ
た
と
云
て
、
常
と
し
て
怪
し
む
人
な
し
、
近
く
は
天
保
十
一
年
三

月
四
日
、
例
の
如
く
橋
か
ゝ
り
た
り
と
云
、
又
駕
籠
の
如
き
物
が
其
橋
の

上
を
通
り
た
る
と
云
政
香
案
ニ

、
是
蜃
気
な
る
べ
し
、
博
識
の
考
を
ま
つ

御
津
龍
灯

古
伝
曰
、
宝
飯
郡
御
津
龍
香
寺
に
火
あ
が
る
と
云
云

政
香
曰
、
龍
灯
の
あ
が
る
処
、
参
河
国
中
ニ

あ
ま
た
あ
り
、
其

地
各
左
ニ

誌
す

碧
海
郡
大
浜
ニ

龍
灯
の
松
と
云
あ
り
、
十
冽 れつ
先
生
（
不
詳
）

の
詩
に

海
雨
初
テ

収
リ

月
未
レ

昇
煙
波
千
里
黒
層
々
驪
龍

り
り
ゅ
う

頷 がん
下
明

珠
影
飛
化
中
天
一
点
灯

龍
灯
の
お
も
か
げ
詩
を
み
て
も
知
ら
る

幡
豆
郡
小
嶋
龍
宮
の
杜
〇

加
茂
郡
長
興
寺
の
松
ニ

も
龍
灯
あ
が
る
と
云

政
香
、
東
遊
記
（
不
詳
）
ヲ

按
ズ
ル
ニ

云
、
越
中
新
川
郡
眼
目

サ
ツ
ク
ハ

山
に

七
月
十
三
日
夜
立
山
の
頂
よ
り
来
り
、
一
ツ
ハ
海
中
よ
り
来

る
と
云
〇

是
ハ
新
川
郡
岩
咲
村
の
龍
灯
と
云
、
彼
是
を
以
て
考

る
に
、
他
国
ニ

も
あ
り
、
竊
に
思
ふ
に
、
山
鳥
・
青
鷺
・
雉
等

の
光
り
な
る
べ
し

西
浦
燐
火

幡
豆
郡
寺
津
村
西
浜
ニ

毎
年
大
晦
日
夜
、
一
ツ

の
火
を
い
だ
す
、

大
サ

挑
灯
の
如
し
、
終
夜
其
処
を
さ
ら
ず
、
古
伝
ニ

万
五
郎
火
と

語
り
伝
へ
て
訝
イ
ブ
カ

る
人
な
し
、
又
人
に
害
を
も
な
さ
ず

但
し
、
万
五
郎
と
云
ハ
隣
村
の
人
に
て
、
昔
、
人
し
れ
ず
殺
さ
れ

た
り
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其
の
霊
残
り
て
か
く
の
通
り
と
云

政
香
案
ニ

三
才
図
会
云
、
摂
津
国
不
動
院
、
二
階
堂
村
に
在
り
、
毎
年
三
月
ヨ

リ

六
月
ニ

至
リ

燐
火
有
リ
テ

飛
行
ス

。
円
シ
テ

大
サ

尺
許
バ
カ
リ
ト

相
伝
ふ
。
当
寺

旧
ハ

山
伏
宗
日
光
坊
と
名
く
。
村
長
妻
病
ニ

臥
ス

。
日
光
を
し
て
加

持
せ
し
む
。
則
ち
寝
室
に
入
ツ
テ

之
を
祈
ル

。
七
日
、
病
愈
ユ

焉
。
人

讒 ざん
シ
テ

曰
は
く
、
僧
、
婦
と
密
通
ス
ト

也
。
其
主
讒
を
信
ジ
テ

之
ヲ

殺
ス

日
光
、
憤
を
含
テ

死
シ
テ

而
後
火
ト

為 ナ
ル

。
六
月
以
後
ハ

江
州
ヘ

飛
行
ス

同
七
十
五
巻

二
十
二
丁

姥
火

ウ
バ
ガ
ヒ

雨
夜
尺
許
バ
カ
リ

火
珠
徐
シ
テ

近
郷
ニ

飛
行
す
。
之
に
逢 あへ

バ

恐
怖
シ
テ

死
を
至
す
者
少
ナ
カ
ラ
ズ

。
俗
伝
曰
、
昔
、
一
姥
有
り
、
平
岡

神
灯
油
を
盗
ム

。
毎 つね
に
私
用
の
為
ナ
リ

者
て
へ
り

。
死
後
燐
火
ト

成
ル

爾

同
五
十
八
巻

三
丁

炎
舛

ヲ
ニ

ビ

（
＝
粦リン
）

燐
、
俗
字
鬼
火
、
和
名
於
尓
比

本
綱
（
本
草
綱
目
の
略
）

云
、
田
野
燐
火
ハ

人
及
ビ

牛
馬
兵
死
ス
ル

者
ノ

血
土
ニ

入
リ

、
年
久
シ
テ

化
ス
ル

所
皆
精
霊
の
極
也

其
色
青
状
、
炬
の
如
シ

、
或
ハ

聚
リ

或
ハ

散
ジ

来
逼 セマ
リ
テ

人
の
精
気
ヲ

奪
フ

、

但
、
馬
鐙
ヲ

以
テ

竹
声
ヲ

相

戛

（
カ
ツ
＝
こ
す
る
）
ス
ト
キ
、
則
ち
滅
ス

。
故
ニ
＊

張
華
曰
、

金
葉

一
ひ
と
た
び

振
テ

遊
光
色
ヲ

斂 ヲサ
ム

産
夫
馬
塚

ウ

ブ

ミ

ツ

カ

牛
久
保
蜜
（
密
）

談
記
云
、
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
年
）

三
月
六
日
、
牛
久
保
の
合
戦
ニ

稲

垣
平
左
衛
門
が
勇
士
拾
六
人
討
死
ス

、
彼
拾
六
人
屍
一
蓮
侘
（
托
）

生
ト

一
所
ニ

埋
ラ
レ
シ
ニ

、
塚
ノ
辺
ニ

テ
月
暗
き
雨
夜
ナ
ド
ハ
産
夫
馬
ノ

如
ク

キ
ヤ
ウ
ク
ワ
ン

（

叫

喚

）

ス
、
里
人
呼
テ
、
ウ
ブ
ミ
塚
ト
云
フ
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井
田
燐
火

後
風
土
記
＊

延
徳
二
年

（
一
四
九
〇
年
）

己

酉

（
庚
戌
の
誤
り
カ
）

二
月
廿
日
、
＊

徳
川
左
京
亮
親
忠

（

？

ー

一

五

〇

一

）

公
ハ
、
八
百
四
十
余
人
兵
を
率
し
織
田
弾
正
少
弼
信
秀

（

一

五

一

一

ー

五

二

）

千
五
百
余
と

井
田
野
に
於
て
戦
ヒ

、
尾
州
勢
敗
北
ス

、
首
六
百
五
十
三
級
を
得
た

り
、
此
後
、
井
田
野
に
て
討
死
し
た
る
敵
味
方
の
霊
魂
共
時
な
ら
ず

大
勢
に
て
叫
喚
の
声
喧
し
、
其
外
怪
異
多
か
り
し
か
バ
、
其
骸
骨
を

拾
ヒ

集
め
、
三
河
国
浄
土
宗
大
樹
寺
ニ

大
な
る
穴
を
掘
り
大
勢
の
死

骸
を
埋
ミ

、
山
の
如
く
築
て
千
人
塚
と
名
付
く
、
ケ
様
の
怪
異
有
故

ニ

井
田
野
を
魂
魄
野
と
申
け
り

古
井
瓔
珞

ヨ
ウ
ラ
ク

碧
海
郡
古
井
村
、
旧
塚
あ
り
、
何
人
の
塚
な
る
や
古
伝
な
し
、
雨
夜

ニ

ハ
瓔
珞
の

如
き
燐
火
出
て
本
郷
辺
ま
で
往
て
ハ
又
帰
る
を
見
る
人
多
し
、
是
ハ

異
形
の
燐
火
な
り

如
光
ヲ

於
淵
ニ

拾
フ

碧
海
郡
西 ニシ
端
油
淵
に
て

或
ア
ル
ヒ
ト

童
子
を
拾
得
た
り
、
成
長
の
後
如
光

坊
と
号
し
佐
々
木
上
宮
寺
八
代
目
の
住
持
た
り
、
蓮
如
聖
人
（
本
願
寺

中
興
の
祖
。
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
本
願
寺
八
世
を
継
職
す
る
）

時
、
大
谷
御
坊
破
却
騒
動

の
時
〇

如
光
大
ニ

勤
功
あ
り
と
云
、
時
ハ
応

仁

年

間

（
一
四
六
七
ー
一
四
六
八
）

な
り

寺
院
奇
談
ニ
（
不
詳
）

も
此
を
載
す
、
併
見
る
べ
し

雷
公
ヲ

於
井
ニ

縛 ばく
ス

柵
補
松
ニ

云
、
正
徳
の
頃

（
一
七
一
一
ー
一
五
）

、
小
坂
井
村
坂
下
の
茶
店
の
井
へ
雷

落
チ

て
雨
止
ミ

、
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井
の
中
を
見
れ
バ
大
キ
な
る
鼬
イ
タ
チ

程
あ
る
獣
あ
り
、
梯
ハ
シ
ゴ

を
下 ヲロ
セ
バ

取
付
て
登
る
を
網
を
二
重
ニ

張
り
、
其
内
へ
入
れ
捕
て
細
引
（
麻

を
縒
っ
て
作
っ
た
縄
）
に
て
繋
ぎ
置
し
が
、
雨
天
に
な
れ
バ
力
倍
し
て
紵 ちょ

綱
（
麻
で
作
っ
た
綱
）

を
曳
切
る
故
鎖
ク
サ
リ

を
以
て
繋
置
た
り
、
何
を
食
す

る
と
も
知
ら
ざ
れ
バ
魚
鳥
虫
類
等
を
種
々
与
ふ
れ
ど
も
食
セ

ず
、

七
・
八
日
過
ぎ
て
死
た
り
と
云

政
香
曰
、
是
ハ
雷
公
ニ

あ
ら
ず
雷
公
に
つ
れ
て
出
る
処
の
獣
な
る

べ
し

因
チ
ナ
ミ

云
、
柵
補
松
云
、
元
禄
年
間
宝
飯
郡
国
府
村
の
民
家
の
井
に

雷
落
た
り
、
亭
主
、
麪
板

め
ん
い
た

（
う
ど
ん
粉
を
伸
ば
す
板
カ
）

を
覆
ヒ

冠 かぶ
セ

俵
を
三

四
俵
壓 おし
（
＝
圧
）
と
し
置
き
、
雨
止
て
後
村
中
の
者
ニ

告
て
民
人
数
百

人
竹
鎗
な
ど
持
来
れ
ど
も
、
雨
止
て
後
如
何
あ
ら
ん
と
怖
畏
セ
し

が
竦
々

ヲ
ズ
ヽ
ヾ

（
お
そ
る
お
そ
る
）

此
蓋
を
取
し
に
、
井
中
静
ニ

し
て
何
の
気
も

な
し
、
此
時
徘
（
俳
）

士
芭
蕉
翁
、
同
邑
の
梅
可
が
方
に
止
宿
セ
リ
（
三
河

藻
塩
草
に
あ
り
）
、
こ
の
人
も
来
り
し
が
、
案
外
の
事
な
れ
バ
皆
人

惘
然

ぼ
う
ぜ
ん

と
し
て
大
笑
し
て
去
け
り
、
于
時

と
き

に

芭
蕉
翁

あ
が
る
べ
き
便
た
よ
り

な
け
れ
バ
雷
の

井
戸
の
中
に
て
な
く
な
り
に
け
り

政
香
案
ニ
、

此
ハ
形
な
き
雷
な
り
、
又

幡
豆
郡
羽
角
村
の
農
家
に
雷
落
た
り
、
初
は
じ
め

棟
よ
り
南
の
窓
も
と

に
落
ち
窓
よ
り
家
ニ

入
り
囲
炉
裏
の
辺
を
め
ぐ
り
、
の
ほ
ゝ
ん
と

し
て
茶
釜
を
釣
し
縄
切
れ
て
茶
釜
も
囲
炉
裏
ニ

落
た
り
、
其
よ
り

東
の
窓
を
破
り
て
空
に
の
ぼ
り
た
り
、
其
窓
の
敷
居
の
析 サケ
た
る

痕 アト
今
も
存
セ
り
、
其
節
亭
主
ハ
留
守
に
て
、
女
房
、
子
を
連
れ

て
奥
の
蚊
帳
の
中
ニ

て
見
た
る
に
火
な
り
と
云

政
香
案
ニ

、
此
ハ
火
の
玉
な
り
、
又
按
ニ

柵
補
松
云
、
吉
田
竜

招
（
拈
ね
ん
）

寺
塔
頭
悟
慶
院
前
の
榎
へ
雷
落
て

二

抱

ふ
た
か
か
え

余
の
大
木
四
・
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五
ニ

割
裂

ワ
レ
サ
ケ

た
り
、
其
処
ニ

薄
墨
色
に
て
長
四
寸
程
、
毛
二
十
筋
ば
か

り
落
た
り
、
予
幼
年
の
頃
ミ
づ
か
ら
見
た
り
き

又
近
年
、
設
楽
郡
大
宮
村
ニ

雷
落
た
り
、
其
跡
に
鳶 とび
色
に
て
長
弐

尺
計
三
角
毛
あ
り
し
由
、
長
篠
村
の
医
阿
部
玄
喜
見
た
る
よ
し

物
語
れ
り

政
香
案
ニ

、
此
ハ
長
き
毛
の
あ
る
獣
な
り
、
又
落
た
る
木
に
爪
の

痕 アト
の
存
す
る
ハ
爪 ツメ
あ
る
獣
な
り

又
田
畑
に
落
れ
バ
其
処
の
苗
必
枯
る
も
の
也
、
是
ハ
火
毒
の
然
ら
し

む
な
ら
ん

政
香
曰
、
心
得
た
る
人
ハ
、
落
た
る
処
の
苗
を
抜
捨

ヌ
キ
ス
テ

、
其
四
方
ニ

し
め
縄
張
れ
バ
毒
気
広
が
ら
ず
、
作
物
ニ

害
な
し
、
此
を
た
め
し

ミ
る
に
相
違
な
し

雷
の
説
ま
ち
／
＼
に
し
て
一
ツ
な
ら
ず
、
委
し
く
ハ
＊

参
河
志
雑

部
を
併
せ
見
る
べ
し

浅
畑
大
蛇

柵
補
松
云
、
長
篠
と
浅
畑
村
の
間
向
ニ

大
木
の
杉
五
・
六
本
あ
り
、

其
杉
の
内
に
祠
あ
り
、
此
処
に
岩
窪
あ
り
、
三
尺
巾
四
尺
計
也
、

此
穴
に
大
蛇
住
む
と
云
伝
り
、
近
所
腥 せい
気
（

腥

な
ま
ぐ
さ

い
空
気
）

あ
り
て

山
人
も
近
所
へ
往
事

ゆ
く
こ
と

を
得
ず
、
若 も
し
過
行
て
其
気
を
受
る
時
ハ

煩
ふ
と
云
、
此
蛇
、
夏
夜
中
な
ど
に
ハ
浅
畑
村
馬
崩
と
云
所
へ

通
ふ
と
云
、
其
形
を
見
た
る
も
の
ハ
一
月
も
煩
ふ
と
云
、
蛇
の

長
サ
五
・
六
間
、
頭
四
斗
樽
ほ
ど
有
り
と
云

吉
田
三
蛇

享
保
中
、
吉
田
新
銭
町
裏
民
家
の
井
を
か
ゆ
る
時
（
井
戸

替
え
の
時
）
、
井
の
中
よ
り
二
尺
余
の
蛇
二
・
三
疋
曳
上
し

に
、
何
れ
も
耳
あ
り
、
捕
ん
と
セ
し
に
竹
藪
の
中
ニ

入
ツ

て
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行
方
を
知
ら
ず
と
云

欠
間

カ

ケ

マ

ノ

櫲
樟

ヨ
シ
ヤ
ウ

宝
飯
郡
御
油
橋
の
隣
ニ

白
山
権
現
を
祭
る
小
祠
あ
り
、
其
地
を
欠
間

カ

ケ

マ

と
云
、
境
内
ニ

楠
あ
り
、
蟠
根

は
ん
こ
ん
（
瘤
の
よ
う
に
な
っ
た
根
）
朽
チ

て
洞
の
如
し
、

無
宿
の
非
人
屋
ど
り
、
火
な
ど
焼
け
る
に
よ
り
て
天
明
六
年
丙
午

惜
か
な
蟠
根
の
内
よ
り
火
出
て
終
ニ

世
に
珍
し
き
大
木
ヲ
焼

け
り
、
今
残
る
蟠
根
の
大
な
る
を
見
て
、
古
喬
木
の
さ
ま
を
推
し

て
知
る
べ
し
、
根
の
傍
に

蘖
ヒ
コ
バ
ヘ

を
生
じ
て
今
に
繁
茂
セ
り

因
云
、
喬
木
蟠
根
の
内
に
非
人
を
屋
ど
し
、
火
災
に
逢
る
た
め
し

多
し
、
も
し
喬
木
あ
ら
ん
人
ハ
心
し
て
〇

な
屋
と
し
〇

給
ひ
そ

詩
ニ

曰

梢
ハ

行
雲
ヲ
＊

礙
ヘ

朶 えだ
ハ

丘
の

若
シ

山
霊
愛
護
ス

幾
千
秋

疑
ふ
ら
く
は

共
ニ

東
海
扶
桑
の

影
カ
ト

朝
ハ

張
州
ヲ

覆
ヒ

暮
ハ

遠
州

天
道
大
杉

設
楽
郡
黒
川
村
伊
太
夫
の
内
ニ

あ
り
、
俗
ニ

天
道
杉
と
云
、
蟠
根
朽

て
洞 ホラ
の
如
し
、
其
穴
の
中
ニ

弐
間
鎗
が
お
さ
ま
る
と
云
、
此
一
ツ
を

推
し
て
大
木
な
る
を
知
べ
し

政
香
曰
、
天
保
の
頃
、
杣
人
か
ふ

（
買
フ
）

て
朽
残
り
た
る
処
を
板
と
な

し
た
る
に
、
木
理
（
木
目
）

よ
ろ
し
き
板
あ
ま
た
挽 ヒキ
出
し
た
り
、
杣

人
ハ
代
金
多
く
得
た
る
を

歓
ヨ
ロ
コ
ベ

ど
も
吾
輩
ハ
三
河
国
の
喬
木
を

失
ひ
た
り
と
い
た
く
か
な
し
ミ
け
り
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一
茎
四
穂
麦

茎
ノ
長
サ
弐
尺
八
寸
、
囲
壱
寸
弐
分
、
四
穂
実
合
百
五

拾
余

天
保
八
酉
年

（

一

八

三

七

）

、
幡
豆
郡
寺
津
村
、
一
茎
四
穂
麦
を
生
ず

賛
曰

源
政
香

奇
哉
嘉
麦

一
茎
四
穂

珠
実
紫
ヲ

含
ミ

瓊
葉

け
い
よ
う

（
玉
の
よ
う
に
美
し
い
葉
）

翠

ニ

染
ム

浩
々
天
工

赫
々
神
賜

治
政
善
の
為
ニ

此
ノ

祥
瑞
ヲ

得
タ
リ

因
云
、
今
上
皇
帝
恵
仁

あ
や
ひ
と

君
（
第
百
二
十
代
仁
孝
天
皇

（
在
位
文
化
一
四
年
ー
弘
化
三
年
）

）
御
製

賎 しず
の
蒔 まく
年
越
草
（
麦
の
異
名
）
の
左
り
ま
き

（
蒔
き
）

卯
月
の
頃
は
豊
な
り
け
り

天
保
八
年
春
の
御
製
と
承
り
侍
る
、
麦
の
穂
豊
年
に
ハ
左
へ
ま
き
、

凶
年
に
ハ
右
に
ま
く
と
云
云
、
寺
津
村
ニ

生
ず
る
四
穂
麦
ハ
左
り
ま

き
な
り

御
製
に
よ
れ
バ
豊
年
の
瑞
と
承
り
聞
人
こ
と
に
歓
び
侍
る

尾
張
国
名
古
屋
神
谷
氏
よ
り
贈
ら
れ
け
る
長
歌

因
チ
ナ
ミ
ニ

左
に

誌
す詠

嘉
麦
歌
一
首
并
短
歌

元
隆

古
の
神
の
御
世
よ
り

葦
原
の

水
（
瑞
）

穂
の
国
を

か
た
り
つ
ぎ
い

ひ
つ
ぎ
き
に
し

天
皇
の
き
こ
し
を
す
国

た
な
つ
物
（
穀
＝
五
穀
の

総
称
）

満 みち
た
る
国
を

天
地
の
千
万
神

ち
よ
ろ
づ
か
み

の
い
か
さ
ま
に
お
も
ほ
し

め
セ
り

こ
ぞ
の
夏
一
日

ひ

と

ひ

も
お
ち
ず
ふ
る
雨
の

間
な
く
時
な

く
い
で
ハ
し
も

さ
ら
に
も
い
は
ず
大
野
原

お
ひ
た
る
物
ハ

盡
こ
と
ご
と

に
く
た
し
は
て
ぬ
れ
（
腐
っ
て
し
ま
っ
た
）

田
ち
か
ら
も
い
か

に
か
ハ
せ
む

し
も
と
ゝ
る
（
細
い
枝
で
作
っ
た
鞭
を
も
っ
て
）
＊

五
十
戸
長

（

里

長

）

が
聲
ハ

ね
や
の
と
（
寝
室
の
戸
口
）

に
ひ
ゞ
き
わ
た
り
て

す
べ
も

な
く
な
げ
き
し
物
を

此
年
ハ
し
春
立
し
よ
り
吹
風
も
枝
も
な

ら
さ
ず

降
雨
も
時
に
か
な
ひ
て

大
麦
も
小
麦
も
と
も
に
大
野
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々
に
満 みち
あ
か
ら
ミ
ぬ

い
な
筵
む
し
ろ

三
河
国

み
か
わ
の
く
に

の

大
船
の
幡
豆
の
郡
に

一
本

ひ
と
も
と

に
よ
つ
ほ
の
麦
の

あ
や
し
く
も
お
ひ
し
と
聞
ハ

豊
年
の
し

る
し
な
る
か
も

天
地
神
の
御
蔭
を
な
ほ
ざ
り
（
等
閑
）

に

思
ひ
ま
さ

り
し
天
の
し
た

よ
の
ま
が
こ
と
に
大
直
日

お
お
な
お
び

な
ほ
び
の
神
の
い
ま

す
世
ハ
た
ふ
と
き
ろ
か
も

よ
ろ
し
き
も
あ
し
き
も
神
の
ま
に
／
＼

と

思
ひ
畏
か
し
こ

む
ミ
な
人
の
心
に
な
り
ぬ

煙
な
き
や
ど
を
め
ぐ
ミ
し

天
皇
の
御
世
お
も
ほ
へ
て
今
よ
り
ハ

大
御
民

お
お
み
た
み

も
と
ミ

（
富

）

さ
か
え
な
む

反
歌

＊

豊
受

と
よ
う
け

の
神
に
こ
ひ
の
め

（
請

い

祈
め
）

天
の
し
た

お
ほ
み
ミ

（

大

御

身

）

よ
ら
バ
い
や
さ
か
え
な
む

麦
の
言
葉

政
幹

食
物
の
な
か
に
た
ぐ
ひ
な
く
（
類
な
く
）

め
で
た
き
ハ
米
に
ぞ
あ
り

け
る
、
し
か
ハ
あ
れ
ど
民
草
の
朝
け
夕
け
（
朝
餉
夕
餉
）

に
も
の
す

る
（
食
す
る
）

ハ
お
ほ
か
た
ハ
麦
な
り
け
る
、
こ
は
か
け
ま
く
も
か

し
こ
き
大
気
津
比
賣

お

お

げ

つ

ひ

め

神
の
御
身
に
生
初
て
よ
り
万
代

ふ
（
経
）

れ
ど

も
つ
く
る

（

尽

る

）

こ
と
な
く
千
五
百
秋

ち

い

ほ

あ

き

ミ
つ

（

瑞

）

穂
の
国
ハ
い
ふ
も
さ
ら
な

り
、
こ
と

（

異

）

国
ま
で
も
い
ゆ
き
（
い
行
き
、
「
い
」
は
接
頭
語
）

た
羅
は
し
て

此
神
の
ミ
た
ま

（

御

魂

）

の
ふ
ゆ

（
マ
マ
）

を
う
け
ぬ
国
や
ハ
あ
る
、
こ
ゝ
に
天
保

七
と
せ
（
一
八
三
六
年
）
と
い
ふ
事
の
春
よ
り
雨
い
た
く
ふ
り
つ
ゞ
き
、

弥
生
の
花
も
ミ
る
か
げ
す
く
な
く
、
若
葉
か
く
れ
の
時

鳥

ほ
と
と
ぎ
す

も
し

ほ
る
ゝ
ば
か
り
に
ぞ
有
け
る
、
み
な
人
の
め
で
あ
ふ
な
る
秋
の

も
な
か
の
月
（
仲
秋
の
名
月
）
も
曇
り
て
い
た
づ
ら
に
夜
を
あ
か
し
け

り
、
冬
に
な
り
ミ
空
晴
た
る
日
ハ
わ
づ
か
に
十
日
あ
ま
り
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成
ハ
豊
受
姫
の
神
の
ミ
た
ま

（

御

魂

）

も
は
ぢ

は
（
マ
マ
）

ひ
た
ま
ふ
に
よ
し
な
く
、

ま
か
つ
ひ
の
神
（
禍
津
日
の
神
）

の
あ
ら

（
荒

）

び
に
て
、
飯
飢
人
ハ
か
ぎ
り
な

く
野
に
ふ
し
道
に
＊

こ
や
セ
る
さ
ま
、
ミ
る
目
も
あ
は
れ
な
り
け
り
、

こ
ゝ
に
な
ほ
び

（

直

毘

）

の
神
の
く
す
し

（

奇

し

）

き
ミ
い
さ
を
（
御
功
績
）

に
よ
り
て
、
同

じ
八
年
と
い
ふ
年
の
明
初

あ
け
そ
め

て
よ
り
月
に
ま
し
日
に
ま
し
麦
の
苗

弥
栄

い
や
さ
か

え
に
さ
か
ゆ
る
中
に
、
三
河
国
吉
良
の

縣
あ
が
た

寺
津
の
里
に

一
も
と

（

一

本

）

に
よ
つ

（
四
つ
）

の
穂
な
れ
り
、
こ
ハ
昔
よ
り
豊
な
る
年
の
し
る
し

と
言
ほ
ぎ

（
祝

）

伝
ふ
、
其
ほ
ぎ
言
に
違
ハ
ず
国
の
名
に
お
ふ
豊
葦
原
の
め

で
た
く
ゆ
た
け
き
と
し
と
ハ
な
り
ぬ
べ
き

あ
が
こ
め
る
あ
け
田
の
麦
も
民
草
も
よ
ろ
こ
ぶ
色
ぞ
ほ
の
ミ
え

に
け
る

一
蔕 たい
（
て
い
＝
果
実
の
咢
）

四
房
綿

幡
豆
郡
寺
津
村
ニ

天
保
八
酉
年
ニ

生
ず

賛
曰

政
香

元
ト

崑
崙
種

日
域
擷けつ(

つ
み
と
る)

ヲ

得
タ
リ

秀
テ

黄
花
ヲ

生
ジ

綻
ほ
こ
ろ
ビ
テ

白
雪
ト

為 な
ル

一
蔕
四
房

単
皮
三
裂

桓
武
帝
後

未
ダ

此
悦
ヲ

聴
カ
ズ

い
に
し
へ
に
あ
り
と
ハ
き
か
ず
三
河
路
に

見
（
マ
マ
）

の
め
づ
ら
し
き

綿
ハ
お
ひ
け
り

詠
四
房
綿
桃
歌
并
短
歌

親
業

玉
ち
ほ
ふ
神
の
さ
ち
わ
ひ
給
ふ
ら
む

異
国
に
し
よ
り
三
河
な
る

国
に
渡
し

い
に
し
へ
よ
り
た
め
し
も
き
か
ず

草
の
綿

そ
も
ひ
と
く
き
に

四
ツ
房
の
桃
な
り
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お
も
り

秋
風
の
立
に
し
日
よ
り
恵
み
出
て

白
雪
つ
も
る
ご

と
く
な
り

い
と
い
と
め
で
た
き
此
綿
ハ

国
も
か
は
ら
ず
幡

豆
郡
寺
津
の
里
に
生
出
て

豊
年
御
代
に
限
り
な
く

尽
ぬ
ゑ

に
し
の
い
さ
を
ぞ
と

そ
ゝ
り
／
＼
て
民
草
の

よ
ろ
こ
ぶ
こ

ゑ
を
い
ち
は
や
く

政
香
の
君
の
尋
よ
り

な
ほ
広
は
た
の
八

は
た
な
る
神
の
御
は
た
と
あ
ふ
ぐ
な
り

ま
た
ハ
衣
の
内
に
い

れ

糸
と
な
し
て
ハ
を
り

（
織
り
）

出
て

夏
ハ
ひ
と
へ
の
う
す
衣

春

ハ
花
染
折
／
＼
に

そ
ハ
か
わ
る
と
も
つ
か
の
間
も

さ
ら
ぬ

ハ
こ
ろ
も

よ
の
人
の
た
か
ら
な
り
け
る
物
ぞ
と
て

き
ぬ
打

き
せ
て
箱
に
い
れ

は
や
さ
せ
給
ふ
こ
と
ぞ
か
し
こ
き

反
歌

三
河
な
る
国
の
い
さ
ほ
や
ま
さ
る
ら
む

む
か
し
も
き
か
ぬ
ワ
た
の
よ
つ
ふ
さ

牛
地
巨
桜

加
茂
郡
牛
地
村
俗
称
弥
右
衛
門
の
庭
ニ

あ
り
、
闔 こう
国
（
国
中
）

第
一
桜
の

巨
樹
あ
り
、
好
事
の
人
多
く
来
り
て
賞
す

政
香
案
ニ

、
大
扶
桑
国
考
に
扶
桑
ハ
桜
な
り
と
い
へ
り
、
然
れ

バ
桜
に
巨
樹
あ
る
ハ
む
べ
な
り

鳶
尾

ト
ン
ビ
ウ

躑
躅

ツ

ヽ

ジ

加
茂
郡
鳶
尾
村
ニ

あ
り
、
大
サ
四
抱
余
、
希
代
の
躑
躅
な
り

政
香
案
、
三
才
図
会
九
十
五
巻

廿

四

丁

凡
紀
州
・
遠
州
等
山
中
躑
躅
山
鵑

サ
ツ

キ

花

共
ニ

大
木
多
シ
、
高
サ
一
・
二
尺
周
リ

二
尺
者

有
リ

、
此
等
の
類
に
て

い
と
大
な
る
躑
躅

ツ
ヽ

ジ
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奥
郡
鸚
鵡

渥
美
郡
石
神
村
の
内
馬
伏
に
あ
り
、
或
曰
、
イ
カ
ハ
ツ

高
サ
弐
間
横
二

間
半
余
の
巌
也
、
此
地
平
山
に
し
て
前
ニ

細
流
あ
り

政
香
曰
、
鸚
鵡
ハ
人
語
の
真
似
マ

ネ

を
な
す
、
此
巌
の
傍
に
て
物
語
ハ

共
に
応
ず
る
事
鸚
鵡
鳥
の
如
き
故
ニ

俗
に
鸚
鵡
石
と
云

勢
州
駒
ケ
野
・
志
州
磯
部
・
筑
後
国
上
妻
郡
矢
部
ヤ

ベ

村
枳
柘
ク

ス

ヲ
ラ
ビ

岩

も
鸚
鵡
石
と
云

詩
曰

政
香

巨
巌
口
無 なく
シ
テ

兀
然

こ
つ
ぜ
ん
ト
シ
テ

歌
フ

、
吾
唱
へ

吾
歌
フ

、
応
ず
る
者
誰
、

野
笛
山
琴
清
濁
似
タ
リ

丘
□
木
客
有
無
疑
フ

蜀
桐

徒
い
た
ず
ら
ニ

刻
テ

須
す
べ
か
ら
ク

相
譲
ベ
シ
。

晋
の
石
能
ク

言
フ

未
だ
必
奇
ナ
ラ

ず
と
。
縦 たと
ヒ

翠

禽
を
擬
シ
テ

筆
ヲ

授
ク
ト

雖
ド
モ

、
賦
才

争
イ
カ
デ
カ

止 ヤマ
ン

称
衡
詞

佐
切
動
石

ユ
ス
リ
キ

漢
名

一
指
石

加
茂
郡
上
佐
切
村
、
又
同
郡
菅
生
村
に
あ
り
、
巌
大
サ
丈
余
、
数
十

人
し
て
推
す
と
も
た
や
す
く
動
く
べ
か
ら
ず
、
然
る
を
指
に
て
推
セ

バ
い
と
や
す
く
動
く
故
ニ

動
石
と
云

政
香
曰
、
雲
根
志
後
編
巻
二
三
丁
（
不
詳
）

震
石

上
野
国
榛
名
山
ニ

竪
横
凡
七
尺
許
の
大
石
あ
り
、
指
を
以
て

ゆ
す
れ
バ
動
揺
甚
だ
か
ろ

（

軽

）

し
、
大
勢
力
を
用
ひ
て
ゆ
す
れ
バ

す
こ
し
も
動
か
ず
、
又
土
佐
国
幡
多
郡
蹉
跎
の
岬
に
岩
あ
り
、

下
な
る
大
石
を
指
に
て
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ゆ
す
れ
バ
い
よ
／
＼
動
て
休
セ
ず
、
後
に
ハ
大
石
を
は
な
れ
て
飛

揚
す
る
な
り
、
此
処
ニ
而

震

石

ユ
ル
キ
イ
シ

と
云
、
又
淡
路
国
千
光
寺
山
に
も

同
様
の
石
あ
り
、
里
人
動
止
石
と
云

同
巻
十
四
丁

近
江
国
草
津
の
駅
よ
り
東
へ
三
里
、
山
寺
に
金
勝
寺

と
い
ふ
あ
り
、
即
チ

山
を
金
勝
山
と
い
へ
り
、
当
寺
二
王
門
の
前

通
り
よ
り
一
町
許
南
山
間
の
平
地
に
大
サ
七
尺
六
面
な
る
円
き

石
あ
り
、
其
南
西
の
方
よ
り
指
一
本
に
て
ゆ
す
れ
バ
即
動
く
、
久

し
く
ゆ
す
れ
バ
次
第
に
動
く
事
甚
し
、
又
数
人
力
を
も
つ
て
是
を

ゆ
す
れ
バ
一
向
動
揺
セ
ず
、
依
而

一
指
石
と
云

事
文
類
集
（
不
詳
）
ニ

出
セ
り
、
厳
州
府
の
一
指
石
の
類
な
る
べ
し

政
香
又
曰
、
山
城
国
笠
置
寺
・
越
中
砺
波
郡
石
動

ユ
ス
ル
ギ
ノ

駅
あ
り

三
才
図
絵
巻
七
十

三

丁

能
登
国
能
登
郡
石
動

ユ
ス
ル
ギ

寺
に
在
リ

、
石
動
山
ト

名
ク

藩
幹
譜

は
ん
か
ん
ふ

七
巻
上

前
田
郡
ニ

も
十
年
能
登
国
石
動
山
の
敵
を
討
亡

し
云
云
、
此
等
の
類
タ
グ
ヒ

な
る
べ
し

神
代
巌
木

賀
茂
郡
亀
頚
の
里
に
あ
り
、
地
を
掘
る
事
深
サ
丈
余
、

尽

（
こ
と
ご
と
）

く
巌
也

俗
ニ

岩
木
と
云
、
里
人
斧
に
て
砕
き
薪
と
す
、
少
し
く
臭
気
あ
り
、

予
見
ま
ほ
し
く
、
天
保
と
云
年
の
二
と
せ

（
一
八
三
一
年
）

九
月
六
日
、
彼
地
ニ

至

り
て
見
る
に
聞
き
し
に
違
わ
ぬ
化
石
な
り
、
一
片

ヒ
ト
ヒ
ラ

乞 こい
帰
り
て
今
ニ

所

持
セ
り

政
香
案
ニ

、
石
炭

三
才
図
絵
巻
六
十
一

十

五

丁

筑
前
黒
崎
村
・
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長
門
舟
木
村
多
有
之
、
土
人
掘
山
取
之
以
て
薪
に
代
る
。
其
気

臭
ク
（
サ
脱
）
シ

、
彼
地

咳
ハ
ゲ
ヤ
マ

多
而
柴
薪
乏
シ

、
此
の
一
助
と
為
す

三
才
図
絵
六
十
一

巻
九
丁

本
綱
松
石
今
処
州
ニ

出
ヅ

。
松
幹
ノ

如
ニ
シ
テ

実
ハ

石
也 ナリ

或
云
、
松
久
し
く
化
シ
テ

石
と
為
る
、
人
多
ク

取
リ

琢
ミ
ガ
キ
テ

枕
ト

為
ス

、

是
不
灰
木
與 ト
相
類
ス

按
、
松
樟
楠
之
株
地
中
ニ

埋
レ

年
久
し
く
而 シテ
石
ト

成
ル

、
半
バ

外
に
出
ル

者
ハ

樗 ちょ
理
未
ダ

変
を
尽
ク

さ
ず
。
又
、
杉
木
海
水
に
漂
て
石
と
成
る

者
有
り

春
波
楼
筆
記
西
洋
天
地
開
闢
ヲ

び
ゃ
く

記
ス
書
ヲ
コ
ロ
ト
ト
ヒ
ス
ト
リ

と
云
、
其
書
中
ニ

樹
の
土
中
ニ

ア
リ
テ
石
ト
化
シ
タ
ル
ニ

ハ
硫
黄
の

気
あ
り
て
石
の
如
し
と
云
、
又
、
按

三
才
図
絵
曰
、
筑
後
御
気
郡
楠
田
村
楠
の
化
木
あ
り
、
一
村
地
中

残
ず
之
有
リ

と
云
、
按
ニ

空
華
談
叢
に
貝
原
篤
信
（
＝
貝
原
益
軒
）

の
木
曽
路
記
（
不
詳
）

を
引
て

曰
、
老
曽
森
ハ
愛
智
川
ト
武
者
の
宿
の
間
ニ

ア
リ
、
老
曽
村
ニ

二

町
あ
り
、
此
あ
た
り
に
ス
ク
モ
（
ス
ク
モ
石
＝
石
炭
の
異
称
）
と
云
物
あ
り
、

地
を
深
く
堀
（
掘
）

て
取
る
、
墨
の
如
く
柴
の
葉
の
朽
た
る
が
如
し
、

中
に
木
の
枝
の
あ
る
も
あ
り
、
火
を
付
れ
バ
よ
く
も
ゆ
る
、
里
人

此
を
堀
（
掘
）

り
て
薪
と
す
、
此
等
の
類
な
る
べ
し

木
の
石
ニ

化
し
た
る
ハ
大
扶
桑
国
考
ニ

委
し
く
論
ゼ
り
、
併
見
る

べ
し
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東
大
古
瓦

伊
良
虞
ハ
ツ
タ
チ
河
原
ハ
ザ
マ
と
云
処
よ
り
東
大
寺
と
カ
イ
書
に

て
銘
あ
る
古
瓦
堀
得
る
事
多
し
、
古
伝
ニ

三
河
よ
り
東
大
寺
の
瓦
を

製
し
た
り
と
云

政
香
曰
、
東
大
寺
と
銘
あ
る
古
瓦
一
枚
或
ヒ
ト

よ
り
得
て
珍
蔵

セ
リ
、
則
ハ
ツ
タ
チ
河
原
よ
り
堀
得
た
る
な
り
、
聖
武
帝
の

御
代
の
瓦
か
再
建
の
節
か
い
ま
だ
慥
タ
シ
カ

な
る

証
ア
カ
シ

を
見
ず
、
聖

武
帝
、
東
大
寺
建
立
ハ
国
史
明
記
に
昭
々
た
れ
バ
贅 ぜい
セ
ず

因
チ
ナ
ミ

云
、
元
亨
釈
書
二
十
八
巻

十
三
丁

天
平
勝
宝
元
年

（

七

四

九

年

）

十
月
二
十
四
日
、
大

像
成
ル

、
年
ヲ

経
ル
コ
ト

三
歳
、
改
鋳
ル
コ
ト

八
度
〇

殿
高
十
五
丈
〇

東
西

二
十
九
丈
〇

南
北
十
七
丈
〇

東
西
両
塔
各
高
二
十
三
丈
〇

十
二
月

丁
亥
、
帝
（
孝
謙
天
皇
）

及
ビ

聖
武
上
皇
、
寺
に

幸
い
で
ま

シ
テ

仏
を
礼
ス

云

東
大
寺
再
建
ハ

元
亨
釈
書
十
四
巻

十
九
丁

治
承
四
年

（
一
一
八
〇
年
）

、
東
大
寺
寇
火
ニ

罹
レ

、
朝
廷
源
ニ

令
シ
テ

幹
事
ラ

領
セ
シ
ム

。
源
以
為

お
も
え
ら
ク

、
昔
聖
武
大
帝
斯
役
ヲ

挙
グ
中
略

建
久
六
年

（
一
一
九
五
年
）

春
三
月
、
落
慶
ス

、
上
天
上
皇
、
百
司
を
従
ヘ

寺
ニ

幸
ス

。

大
将
軍
源
頼
朝
監
護
宿
衛
ス

政
香
案
ニ

、
建
久
五
年
製
し
た
る
瓦
と
し
て
も
天
保
四
巳
年

（

一

八

三

三

年

）

迄
六

百
四
十
年
を
経
タ
リ

三
才
図
会
七
十
三

巻
五
丁

正
親
町
院
、
永
禄
十
年

（
一
五
六
七
年
）

松
永
弾
正
当
国
信
貴
城
主

兵

火
又
回
禄
（
炎
上
）
ス

、
而
し
て
大
仏
御
頭
焼
落
ス

、
時
に
当
国
画
工
山

田
道
安
と
と
い
ふ
者
有
リ

、
富
財
ヲ

抛
な
げ
う
チ

之
ヲ

補
フ

。
而
シ
カ
レ
バ

仏
在
リ
テ

殿

無
シ

也
。
凡
百
弐
三
十
時
に
東
大
寺
僧
龍
松
院
、
再
興
の
志
願
ヲ

発
シ
テ

勅
許
台
命
ヲ

奉
ジ
テ

貴
賤
ヲ

勧
メ
テ

堂
ヲ

建
ツ

龍
松
院
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
年
）

酉
七
月
十
二
日
半
途
ニ
シ
テ
江
ニ
寂
ス

釿
ち
ょ
う
な

始

貞
享
五
年

（
一
六
八
八
年
）

四
月
二
日
、
千
僧
供
養

棟
上

宝
永
二
年
十
月

堂
供
養

宝
永
六
年
四
月
八
日
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箕
打
沢

ミ

ウ

チ

サ

ハ

ノ

鯢

魚

サ
ン
セ
ウ
ウ
ヲ

加
茂
郡
箕
打
沢
村
の
内
金
蔵

ゴ
ン
ソ
レ

と
い
ふ
処
に
家
六
軒
あ
り
、
夫
よ
り

山
へ
入
る
こ
と
一
里
余
、
谷
水
の
流
あ
り
、
ア
ン
カ
ウ
を
生
ず
、
大

な
る
ハ
四
・
五
寸
、
小
な
る
ハ
一
・
二
寸
あ
り
、
腹
中
病
あ
る
輩
、

土
用
中
彼
地
に
到
り
生
な
が
ら
盃
に
入
れ
、
或
ハ
掬 キク
し
て
（
す
く
っ
て
）

水
共
ニ

此
を
呑
む
五
・
六
或
ハ
十
匹
或
ハ
貳
十
匹
ば
か
り
呑
め
バ
疾

瘳イユ
（
病
気
が
な
お
る
）

と
云
云
、
近
年
国
中
ハ
勿
論
他
国
よ
り
呑 ノミ
ニ

来
る
人

多
し
と
云
云

政
香
曰
、
ア
ン
カ
ウ
の
漢
字
未
考
按

大
日
本
史
廿
六
巻

文
徳
天
皇
仁
寿
二
年

（
八

五

二
年
）

壬
申
三
月
七
日
癸
酉
（
三
月
七
日

の
干
支
）
、
近
江
椒
魚
ヲ

献
ず

日
本
後
記
云
、
延
暦
十
六
年

（

七

九

七

年

）

八
月
、
掖
庭
（
後
宮
）

溝
中
魚
ヲ

獲
タ
リ

、

長
サ

尺
六
寸
、
形
チ

常
魚
ニ

異
ナ
リ

、
或
云
フ

、
椒

魚

サ
ン
セ
ウ
ウ
ヲ

、
深
山
沢
中
に

在
り
と

用
薬
須
知
附
録
（
不
詳
）
云
、
鯢 げい
魚
サ
ン
セ
ウ
ウ
ヲ
痰
の
根
切
薬
に
生
蛞
蝓

か
つ

ゆ

イ
キ
タ
ル
ナ
メ
ク
シ
ラ
呑
ム

方
あ
り
、
元
気
の
薬
に
鰌
魚

ト
シ
ャ
ウ

を
生
な
が
ら
呑

む
も
よ
し

文
選
十
巻
十
八
丁

楚
王
ニ

対
し
問
ふ
て
云
は
く
、
夫 それ
尺
沢
の
鯢
コ
サ
メ

、
豈
ニ

能
ク

之 これ
與 ト
江
海
之
大
ヲ

量
ン
ヤ

也

鯢
を
コ
サ
メ
ト
訓
を
付
た
り

三
才
図
会
五
十
巻

三
丁

鯢
音
倪

本
綱
鯢
□ てい
（
魚
扁
に
帝
＝
さ
ん
せ
う
う
お
）

二
種
有
リ

。

渓
澗
中
者
ヲ

鯢
ト

名
ク
。

江
湖
中
者
ヲ

□ てい
ト

名
ク
。

形
・
色
鮎
の
如
シ

。
又

獺
か
わ
う
そ
ニ

似
タ
リ

。
四
足
腹
重
墜
嚢
の
如
シ

。
身
微
ク

紫
色
ニ
シ
テ

鱗
無
シ

。

鮎
與 ト
相
類
ス

。

□
（
嘗
カ
）

剖
テ

之
を
視
バ

中
ニ

小
蟹
・
小
魚
・
小
石
数
枚
有
リ

也
。
但
し
腹
下
翅
形
足
に
似
タ
リ

。
能
ク

樹
ニ

上
ル

。
其
の
声
児
啼
く
が

如
シ

。
故
に
又
締
の
名
有
り
。
其
の
膏
あ
ぶ
ら

、
之
を
燃
バ

耗
肉

（
マ
マ
）
ヲ

消
さ
ず

甘
有
毒

按
鯢

洛
之
山
川
及 オヨ
ビ

丹
波
・
但
馬
処
々
ニ

之
有
リ

、
頭
面
鮎
身
に
似
る
。
守

宮
蟲
（
や
も
り
）

に
似
タ
リ

、
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略 ほぼ
山
椒
の
気
有
り
、
故
ニ

山
椒
魚
ト

名
ク

。

伝
に
曰
、
之
を
食
バ

能
ク

嗝
噎

か
く
え
つ

（
シ
ャ
ッ
ク
リ
の
こ
と
カ
）
ヲ

治
ス

未
だ
試
み
ず

政
香
前
書
ニ

拠
れ
バ
鯢
と
も
椒
魚
と
も
書
べ
し

仏
法
僧

ブ
ツ
ホ
ウ
ソ
ウ

鳥

一
ニ
三
宝

サ
ン
ホ
ウ

鳥
と
曰
ふ

鳳
来
寺
に
栖
て
仏
法
僧
と
鳴
と
い
へ
り

政
香
按
ニ

扶
桑
略
記
二
十
四
巻

二
十
三
丁

延
喜
十
八
年
八
月
十
四
日
夜
、
五
條
后
宮
松

（
き
さ
の
み
や
）

林
仏

法
僧
鳥
鳴
ク

、
衆
人
奇
異
ナ
ル
ヲ

聞
ク

。
去
ル

三
日
ヨ
リ

法
華
経
ヲ

講
ズ

三
才
図
会
六
十
五
巻

十
一
丁

焼
山

ヤ
ケ
ヤ
マ

南
部
領
ニ

在
リ

。大
畑
ヨ
リ

登
ル
コ
ト

三
里
半
許 ハカ
リ
。

当
山
異
鳥
有
リ

、
鳴
声
仏
法
僧
ト

言
ふ
如
シ

。
日
光
及 ヲヨ
ビ

高
野
亦
此
鳥

有
リ
云
云

同
六
十
七
巻

十
一
丁

日
光
山
に
ニ

於
テ

法
華
ヲ

転
ズ

。
忽
チ

霊
禽
鳴
く
を
聞
く
。
其

の
言
仏
法
鳥
ト

呼
ブ
ガ

如
シ

。

俗
に
三
宝
鳥
ト

名
ク

。
天
海
曰
、
伝
教
大
師
初
天
台
に
上
ル

時 トキ
、
此
鳥

を
聞
く
。
其
ノ

道
大
ニ

弘
マ
ル
ト
云
云

海
老
ヱ

ビ

ノ

化
石

雲
根
志
巻
三
十
六
丁
（
不
詳
）

参
河
国
海
辺
に
得
た
り
、
首
尾
ハ
無
し
、
し
か

れ
ど
も
慥
ニ

海
老
な
り
、
所
々
に
化
し
た
る
海
老
を
見
る
に
他
の
海

老
な
し
、
皆
伊
勢
海
老
な
り
、
是
又
土
に
つ
ゝ
ま
れ
共
に
石
と
化
す
、

仍
之
首
尾
全
く
抜
け
ざ
る
ハ
稀
な
り
、
蟹
石
同
類
の
物
也
、
山
城
の

伏
見
の
土
民
ま
れ
に
堀
得
た
る
あ
り
、
万
物
造
化
論
に
土
中
を
堀
て

海
老
の
化
石
を
得
る
事
あ
り
、
桂
海

ケ
イ
カ
イ

虞 ク
衡 コウ
志
（
不
詳
）

及
ビ

本
草
の
石

蝦
是
な
り
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塩
津
潮
泉

塩
津
村
新
治
其
家
の
井
よ
り
塩
を
出
ス
と
云

設
楽
郡
ニ

あ
り
、
長
篠
よ
り
五
里
余
北
に
当
れ
り
、
潮
水
出
る
井
あ

り
此
処
よ
り
奇
石
を
出
ス
、
塩
吹
石
と
云
、

□
（
燕
カ
）

石
の
類
か
、
奥

州
飯
豊
山
并
六
十
里
越
ニ

潮
泉
あ
り
、
之
を
酌 くみ
食
塩
と
す

三
才
図
会
百
五
巻

六
丁

井
塩
、
井
鹵 ろ
を
取
り
煎
錬
る
者
、
今
四
川
雲
南
出

る
所
是
也

又
云
、
奥
州
会
津
・
米
沢
之
交
山
岨
、
六
十
里
越
と
名
ク
ル

処
○

井
塩

を
出
す
、
大
小
二
処
有
リ

。
相
去
る
こ
と
三
・
四
尺
可 ハカ
リ

。
其
の
外

井
塩
ヲ

出
ス

。
池
塩
処
間 マヽ
之
有
リ

空
華
談
叢
巻
四

本
草
綱
目
云
、
四
川
雲
南
塩
井
有
り
。
井
鹵
ヲ

取
リ

煮
テ

塩
ト

為
ス

。

博
物
志
（
不
詳
）
曰
、
臨

卭

り
ん
き
ょ
う
（
臨
邛
＝
秦
の
時
代
に
置
か
れ
た
県
の
名
）
火
井
一
所
ア
リ

、

縦
広
五
尺
、深
サ

二
・
三
丈
。昔
時
人
竹
木
を
以
テ

投
ジ
テ

以
テ

火
ヲ

取
ル

。

諸
葛
丞
相
、
相
往
テ

之
ヲ

視
ル

。
後
火
転
ウ
タ
ヽ

盛
熱
の
盆
井
上
を
蓋
フ

。
塩

を
煮
テ

塩
ヲ

得
タ
リ
ト

云
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圓
機
活
法
四
巻
六
十
一
丁
（
不
詳
）

漢
書
云
、
蜀
、
塩
井
有
リ

。
羅
褒
塩
井
ヲ

以
テ

富
メ
リ

三
才
図
会
六
十
五
巻

十
八
丁

塩
泉
ハ

奥
州
若
松
與 ト
米
沢
と
の
中
間
に
有
リ

。大
山

有
リ

。
六
十
里
越
ト

名
ク

。
其
の
頂
塩
ヲ

生
ズ

。
池
ニ

非
ず
、
井
ニ

非
ず
。

而
し
て
涌
泉
也 ナリ
。
彫
シ
テ

大
木
株
を
穿
つ
。
形
桶
ノ

底
無
キ
ガ

如
し
。
以

て
其
の
泉
を
囲
ム

者
二
処
、
一
ハ

右
に
在
り
て
大
ナ
リ

。
左
に
在
ル
ハ

而

し
て
小
ナ
リ

。
之
を
汲
取
リ
テ

食
塩
ト

作
セ
ド
モ

尽
コ
ト

無
シ

。
此
れ
中
華
之

四
川
雲
南
所
有
塩
井
の
類
也

能
登
ノ

ト

瀬
湯

セ

ノ

ユ

柵
補
松
曰
、
温
泉
に
非
ず
、
谷
河
の
中
岩
の
窪
に
た
ま
り
た
る
水
を

汲
取
り
沸
し
て
入
湯
す
れ
バ
疝
積
一
七
日
に
て
平
癒
す
と
云

或
曰
、
能
登
瀬
よ
り
鳳
来
寺
迄
五
十
丁
の
間
人
家
な
く
山
道
な
り
、

然
ど
も
坂
ハ
な
し
、

多
く
あ
る
も
の
ハ
猿
な
り
、
木
の
枝
に
数
匹
む
ら
が
り
居
る
こ
と

夥
し
、
若 もし
人
石
礫
を
打
バ
猿
又
打
返
す
、
此
に
よ
り
て
疝
を
被
る

も
の
多
し
、
甚
し
き
ハ
死
に
至
る
と
云
、
境
に
入
て
ハ
禁
を
問
へ

と
云
事
誠
な
る
か
な

枝
下

シ

ダ

リ

ノ

源
吉
（
目
録
に
は
源
吾
と
あ
る
）

加
茂
郡
枝
下
村
の
人
な
り
、
百
姓
源
吉
の
先
祖
へ
賜
る
御
書
ニ

曰

勘
八
山
ニ

同
勢
数
十
人
楯
籠
候
ニ

付
早
速
注
進
ニ

依
て
之
を
擒
と
ら
え

訖
お
わ
ん
ぬ

後
年
此
書
付
持
参
の
節
ハ
時
の
将
軍
よ
り
宜
敷
恩
賞
沙

汰
可
有
之
依
而

如
件

家
康

此
御
書
附
、
源
吉
仏
壇
の
内
に
置
し
に
、
或
盗
取
、
御
名
を
切
と

り
て
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唐
紙
に
は
り
て
あ
る
を
余
人
見
付
て
源
吉
ニ

告 つげ
け
る
、
源
吉
驚
て
其

の
旨 ムネ
を
喩 サト
（
諭
）

し
、
は
ぎ
と
り
つ
ぎ
合
し
て
御
名
を
載
た
り
、
後
公

辺
に
ね
が
ひ
出
た
れ
ど
も
御
本
書
切
候
段
麁
忽

そ
こ

つ

ニ

付
御
取
上
ゲ

こ
れ

無
、
徒
に
帰
村
し
た
り
云
云

武
節
村

ぶ
せ
つ
む
ら

半
四
郎
な
る
人
も
予
に
談
（
語
）

れ
り

大
山
嘉
右
衛
門

駿
遠
三
三
ヶ
国
射
道
免
許
の
御
書
付

弓
の
事

駿
遠
三
之
内
者

不
論
、
農
工
商
諸
士
同
様
ニ

宥
シ

畢
、
若
論
議
之

節
者

中
山
之
手
寄
可
致
加
勢
者
也

蔵
人
元
康
御
判

中
山
の
庄
天
野
與
三

鈴
木
右
衛
門
三

（

マ

マ

）

右
の
通
り
御
文
面
也
、
此
御
書
付
、
当
時
嘉
右
衛
門
方
ニ

秘

蔵
セ
り
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万
歳
楽
舞

三
河
国
院
内
村
・
別
所
村
よ
り
毎
年
江
府
（
江
戸
）

へ
赴
き
、
御
城
に

お
ゐ
て
歌
舞
す
、
是
を
万
歳
楽
と
云
、
其
始
を
尋
ぬ
る
に

当
国
幡
豆
郡
西
之
町
村
実
相
寺
伝
記
ニ

曰
、
開
基
ハ
聖
一
国

師
二
代
を
應
通
禅
師
と
云
、
入
宋
帰
朝
の
節
、
連
帰
り
し
異

国
人
活
計
に
疎
し
、
其
人
々
の
口
を
糊
す
る
為
に
祝
言
を
作

り
年
始
に
歌
舞
せ
し
む
、
其
子
孫
今
の
森
下
の
輩
是
な
り
と

云
、
又
古
伝
ニ

曰
、
大
江
定
基
三
河
刺
史
た
る
時
、
仏
法
伝
来

の
文
句
を
作
り
て
同
国
刈
谷
の
郷
士
吉
良
太
夫
ニ

教
へ
諷
し

そ
ら
ん
じ
せ

む
、
男
踏
歌

と

う

か

（
多
数
の
人
が
足
で
地
を
踏
み
鳴
ら
し
て
歌
う
舞
踏
）

の
遺
風
な
り
と
い

へ
ど
も
政
香
案
ニ

定
基
ハ
六
十
六
代

一
条
天
皇
御
宇

（
九
八
六
―
一
〇
一
一
年
）

の
人

應
通
ハ
八
十
九
代

亀

山

天

皇

（
一
二
五
九
ー
一
二
七
四
年
）

文
永
以
後
の
人
な
れ
バ
、
其
間
凡

二
百
五
拾
余
年
前
後
の
相
違
あ
り
、
然
ど
も
大
日
本
史
ニ

是
の
日
、

漢
人
踏
歌
を
奏
す
と
あ
れ
バ
、
万
歳
楽
の
号
ハ
ふ
る
く
伝
た
り
、
其

後
定
基
主
ニ

も
セ
よ
應
通
禅
師
に
も
セ
よ
踏
歌
万
歳
楽
ニ

倣
ナ
ラ
ヒ

て
漢

人
歟
あ
る
ハ
吉
良
太
夫
に
教
て
歌
舞
を
な
さ
し
む
る
な
る
べ
し

浄
瑠
璃
始

浄
瑠
璃
と
て
ふ
し
を
付
か
た
る

（

語

る

）

あ
り
、
其
濫
觴
を
尋
ぬ
る
に
、
三

河
国
矢
作
の
里
金
高
と
云
長
者
あ
り
、
其
の
女
源
中
納
言
師
仲
卿

に
な
れ
そ
め
て
一
女
子
を
生
ず
、
是
を
浄
瑠
璃
姫
と
云
、
成
生
後

源
義
経
卿
に
な
れ
親
し
ミ
け
る
に
、
程
な
く
義
経
卿
奥
州
へ
下
り

給
ふ
、
離
別
を
悲
し
ミ
病
気
と
な
り
て
ミ
ま
か
り
ぬ
、
其
始
末
を
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天
正
の
頃
、
瀧
野
・
沢
角
の
二
検
校
、
御
曹
司
と
浄
瑠
璃
姫
と
恋
慕

の
事
を
十
二
段
ニ

つ
ゞ
り
三
弦
ニ

和
し
て
か
た
れ
り
、
是
世
に
所
謂

イ
ハ
ユ
ル

浄
留
理
の
〇

は
じ
め
也

龍
城
豬 ちょ
（
ゐ
の
こ
＝
ぶ
た
、
野
豬
＝
イ
ノ
シ
シ
）

貛かん
（
ま
み
・
ま
み
た
ぬ
き
）

天
保
十
亥
年

（

一

八

三

九

年

）

秋
七
月
十
三
日
夜
、
何
某
岡
崎
城
中
を
過
る
背
に
負
れ

た
る
も
の
あ
り
、
脇
指
を
抜
て
さ
し
け
れ
バ
前
ニ

飛
ん
で
怒
り
噛 かみ
つ

か
ん
と
す
る
勇
あ
り
、
終
に
討
殺
し
て
通
り
、
翌
朝
其
趣
を
殿
へ
申

上 あげ
け
る
、
彼
獣
を
取
寄
セ
て
御
覧
あ
れ
バ
貒マミ
（
た
ん
＝
ま
み
た
ぬ
き
）

な
り

と
云
云

政
香
案
に
貒マミ
も
人
を
害
す
る
か
、
博
識
の
考
を
ま
つ
、
按

本
綱
貒マミ
ハ

山
野
間
ニ

穴
居
ス

、
状 かた
チ

小
サ
キ

豬
豘とん
に
似
る
、
形
体
肥
、
而

し
て
行
コ
ト

鈍
シ

、
其
足
蹯はん
蹯
者
足
掌
也
（
獣
の
足
裏
）

其
跡
禸
じ
ゅ
う

（
獣
の
あ
し
迹
）

ア
リ

禸
者
指
頭
跡
也
其
耳
聾
シ
テ
人
を
見
、
乃
す
な
わ
ち

走
ル

、短
足
短
毛
尖
タ
ル

喙 くち
、

褐
毛
頭
ヨ
リ

尾
に
連
る
、
毛
一
道
黒
シ

、
能 よく
地
ニ

孔
を
ほ
り
虫
蟻
瓜
果
ヲ

食
フ

、
其
の
肉
土
気
を
帯
ビ

皮
毛
狗
・
貛かん
肉
に
如 しか
ず

野
獣
中
惟
（
お
も
ん
）

み
る
に
貒
肉
最
甘
美
、
痩
タ
ル
人
ヲ
益
ス
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大
嶋
海
獺

ウ
ミ
ウ
ソ

天
保
十
一
子
春
三
月
、
三
河
国
宝
飯
郡
大
島
に
て
奇
獣
を
得
た
り
、

形
図
の
如
シ
（
図
無
し
）

或
曰
、
水
豹

ア
ザ
ラ
シ

な
ら
ん
か
〇

又
曰
、
胡
獱
ト

ド

（
獱
＝
ひ
ん
、
か
わ
う
そ
）

な
ら
ん

と
、
政
香
按

三
才
図
会
巻
三
十
八

三
十
一
丁

水
豹

ア
ザ
ラ
シ
ハ

大
四
長
尺
灰
白
色
豹
文
有
リ

、
皮
ヲ

剥 ハ
ギ

松

前
ニ

販 ひ
サ
グ

、
其
皮
薄
、
毛
短
し
て
用
に
堪
え
ざ
る
な
り
。
此
図
豹
文

な
し
、
水
豹

ア
ザ
ラ
シ

に
あ
ら
ず
（
図
無
し
、
三
才
図
会
参
照
）

又
曰
、
胡
獱
ト

ト

ハ

本
綱
を
案
ず
る
に
、
海
獺

ウ
ミ
ウ
ソ

の
類
と
あ
り
て
〇

形
大
概
ハ

似
た
れ
ど
も
前
鬐ヒレ
中 ナカ
ば
に
あ
り
〇

尾
ハ

尋
常

ヨ
ノ
ツ
ネ

の
魚
の
類
に
し
て
鬐ヒレ
弐

ツ
に
わ
か
れ
て
秦
亀

イ
シ
カ
メ

の
尾
の
如
き
も
の
其
間
ニ

あ
り
、
政
香
案
ニ

、

図
に
拠 ヨ
り
て
い
は
ゞ
海
獺

ウ
ミ
ウ
ソ

か
〇

獺 ウソ
に
三
種
あ
り
〇

川
獺

カ
ワ
ウ
ソ

・
海
獺

ウ
ミ
ウ
ソ

・

山
獺

ヤ
マ
ウ
ソ

是
な
り

本
綱
曰
、
海
獺
生
海
中
獺
に
似
る
、
而
し
て
大
サ

犬
の
如
し
。
脚
下

皮
有
り
、
胼
拇

ヘ
ン
ホ
ウ

（
胼
＝
た
こ
・
ま
め
，
拇
＝
親
指
）

の
如
し

三
才
図
会
巻
三
十
八

二
十
九
丁

海
獺
処
々
海
中
に
在
り
、
状
チ

獣
魚
與 ト
相
半
者
。
其

大
ナ
ル

者 モノ
六
・
七
尺
、
頭
面
肩
に
至
る
。
牝
鹿

メ
ジ
カ

ニ

類
ス

。
耳
小
ニ

眼
大
ナ
リ

。

利
歯
有
り
。
背
身
毛
細
密
。
而
し
て
短
ク

微
か
す
か

赤
土
器
色

カ
ハ
ラ
ケ
イ
ロ
ニ
シ
テ

美
シ

。

両
鬐ヒレ
末
黒
ク

手
に
似
タ
リ

。
是
以
下
腹
大
肥
尻
窄 スボ
ク
（
す
ぼ
ま
っ
て
狭
く
）

有
尾

長
二
寸
許
バ
カ
リ

。
亀
尾
に
似
テ

黒
ク

尾
を
夾
は
さ
み
テ

鬐ヒレ
有
り
。
黒
色
縦 タテ
ニ

五
畔 ウネ
有

り
。
近
き
端 ハシ
ニ

前
一
寸
許
バ
カ
リ

の
処
黒
刺
爪
有
り
。
立
行
ン
ト

欲
ス
レ
バ

則
之

を
拡 ヒロ
メ

開 ヒラ
キ

以
て
足
と
為
す
。
肩
を
以
て
上
ヲ

水
面
に
出
バ

獣
に
似
タ
リ

也
。
潜 クヾ
リ
游 およ
が
ん
と
欲 おも
ヒ

之
を
窄
伸
す
。
魚
尾
の
如
ク

然
リ

政
香
曰
、
本
草
綱
目
・
三
才
図
会
に
拠
れ
バ
、
海
獺
と
お
も
は
る
、

し
か
し
見
聞
の
ミ
に
し
て
い
ま
だ
真
を
見
ず
。
真
偽
の
弁
に
い
た
り

て
博
識
の
考
を
ま
つ
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尾
、
秦
亀
を
兼
ね
斉 ひと
シ
ク
、

面
ハ

猫
與 ト
一
般
、
魚
與 ト
獣
と
弁
要
レ
ハ

笑
テ

模
□
看
を
作
る
。

蝙
蝠
の
た
ぐ
ひ
な
ら
め
や
い
を

（
う
お
）

と
見
无
（
む
）

毛
も
の
と
見
ゆ
る
こ

れ
の
海
獺

因
チ
ナ
ミ

云
、
昔
年
三
河
国
渥
美
郡
東
浜
に
て
獲
た
る
ハ
状
カ
タ
チ

犬
の
如

く
〇

惣
身
細
毛
、
豹
文
あ
り
、
大
サ

三
尺
余
、
塩
ニ

つ
け
て
江
戸
へ

贈
（
送
）

る
と
或
人
談 かた
れ
り

政
香
案
ニ

、
惣
身
細
毛
を
生
じ
豹
文
あ
れ
バ
水
豹

ア
ザ
ラ
シ

し
（
衍
）

な
る
べ
し

舞
木
鬼
女

里
人
談
曰
、
享

保

年

間

（
一
七
一
六
ー
一
七
三
六
年
）

、
三
河
国
宝
飯
郡
舞
木
村
新
七
妻
ハ

名
ハ
い
わ
、
京
師
よ
り
来
れ
り
、
廿
五
歳
ニ

鬼
と
な
り
、
火
葬
の
地

に
至
り
死
骸
を
喰
け
る
を
里
人
見
付
て
大
勢
に
て
逐
ひ
捕
へ
ん
と

セ
し
が
、
山
を
越
て
行
衛
を
知
ら
ず
と
云
云

政
香
曰
、
舞
木
村
ハ
加
茂
郡
・
額
田
郡
ニ

あ
り
、
額
田
郡
舞
木
村

何
某
に
問
ヘ
バ
鬼
ニ

あ
ら
ず
、
発
狂
し
て
餅
を
火
葬
の
処
へ
持
行

〇

焼 ヤキ
食
す
る
を
○

里
人
見
て
死
骸
を
喰
な
り
と
て
騒 サワ
ぎ
、
見
に
往

け
れ
バ
餅
を
焼
き
て
喰
ふ
て
居
た
り
、
其
よ
り
外
へ
出
さ
ず
終
に
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病
死
セ
り
と
談
れ
り

凡
怪
誕
（
か
た
よ
っ
た
こ
と
、
あ
や
し
い
そ
ら
ご
と
）

ハ
此
等
の
類
タ
グ
ヒ

多
し
、

悉
コ
ト
ゴ
ト

く
信
じ
難
し

甘
木

ア

マ

キ

備
後

近
世
拾
遺
物
語
一
名
古
今
拾
遺
物
語
（
不
詳
）
、
出
羽
国
庄
内
甘
木

ア
マ

キ

備
後

ニ

三
河
国
鳳
来
寺
の
薬
師
身
代
り
に
な
り
て
妻
の
毒
殺
に
遇
給
へ
る

物
語
あ
り
、
事
長
け
れ
バ
は
ぶ
き
ぬ


